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『incu・be』は、自らの未来に向かって主体的に考え行動する、
理工系の若手研究者のための雑誌です。多くの大学・企業と
ともに、理工系のキャリアを応援します。

　◆ 制作に寄せて ◆
アカデミアでバイオの研究していたとき、自分
はどういう場所で活躍できるのか、どうしたら
世の中に貢献できるのか、ということを考えて
いました。そして、それと同じくらい、新しい
ことをやりたいとも思っていました。バイオ系
研究者がもつそういった考えは、企業に求めら
れているのでしょうか。企業は、どんなバイオ
人材を求めているのでしょうか。
　最前線を突っ走る企業から聞けた答えは、「自
分の核となるものを身につけ、その核を原動力
にいろんな分野で活用してほしい」。これは僕
に、自分の核を意識し、それをどう育てていこ
うかと考えるきっかけを与えてくれました。
　みなさんは、どんな「核」をもっていますか？
 （齊藤）

　◆『incu・be』の配布・設置について ◆
『incu・be』は全国の理系大学・大学院の学生
課・就職課・キャリアセンター等で配布してお
ります。学校単位での配布・設置をご希望の場
合は incu-be＠Lne.st までご連絡ください。ま
た、Amazon ならびに全国書店でご購入いただ
くこともできます。
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人物を畑に還す、実学主義

東京農業大学は、創立時から実学主義を掲
げており、机上だけではなく実際の現場にお
いて活躍する人材育成に重きを置いている大
学だ。教員も学生も「誰かの、何かの役に立
ちたい」という思いが強いと夏秋教授は話す。
農業に関わる学びや研究を通して農の発展に
寄与する人材を育て、また農業やその関連産
業の現場に送り出していく「人物を畑に還す」
という理念も東京農業大学の精神の根幹だ。
創立から間もなく125周年を迎える今もこれ
らの考えは変わらないが、近年、「畑」の拡
大を感じていると夏秋教授は言う。「伝統的
な農業だけでなく、農業ビジネス、バイオサ
イエンスや創薬など、農学を活かすフィー
ルドは時代とともに広がっています。様々な
「畑」で活躍したいと望む、多様な学生が集
まってくるため、彼ら1人1人の考えを尊重
して、目的の達成を後押しできる大学を目指
しています」。

多様な学生の「個」を研究室で伸ばす

「教員には、自身の研究に学生を積極的に
参加させ、研究を通して彼らが自らの目標達
成に近づけるような研究室の運営を実践して
もらいたい」と夏秋教授。研究室での活動を
通して学生を育成する力を「研究室力」と位
置づけ、学部から、研究力育成の柱である大
学院に至るまで大学全体でその強化を進めて
いる。1年生でも希望をすれば研究室に参加
できる学科もあり、広い年齢層、多彩な学生
が集まる研究室を、夏秋教授は「部活」にな
ぞらえて説明する。「例えば、野球部にはい
ろんな選手がいますよね。足の速い選手、打
つのが得意な選手、誰よりも声を出す選手
……彼らの特徴に合わせた指導やチーム作り
をすることで、チームは強くなっていきます。
はじめから飛び抜けた能力を持っている選手
もいれば、時間をかけて大器晩成する選手も
いますから、進度や能力を考慮した適切な指
導が求められます」。東京農業大学の教員は、
多様な学生たちを研究室というチームにまと

め、世界中の現場で活躍できる人材に育て上
げていく監督なのだ。

学生の学びのため、
自らも学び続ける教員の姿（大学院FD）

「研究室力」の高い教員を育てるため、東
京農業大学は彼らに専門的な研究能力だけ
でなく、学生たちの資質を見抜きメンバー
を取りまとめていく能力を求めている。「大
学教員が研究だけを教えていればいい時
代は終わりました」と夏秋教授。大学院で
は、教員の能力開発、いわゆるFD（Faculty 
Development）として、大学院生を指導す
る教員を対象とした新たな取り組みを始め
た。企業人を講師に招いて行った、リーダー
シップやマネジメントを学ぶ研修もその一環
だ。「大学院FD研修」で、様々な専攻や階職
の教員たちが顔を合わせて、ゲームやワーク
ショップを通して企業人のノウハウを学ぶ光
景は新鮮だ。人の役に立つ人材を社会に輩出
するべく、農大教員は日々学び、進化し続け
ている。

東京農業大学第1回

あなたの知らない!?　私の大学
日本に700校以上ある大学。教育にかける想いや理念、情熱も大学の数だけある。
外から見ているだけではなかなかわからない大学の個性や特色を、
大学トップの言葉から紐解いていきます。

個を伸ばす「研究室力」で、
未来の人材を育てる

取材を終えて

大学DATA　東京農業大学（私立大学・1891年創立）
2016年に創立125周年を迎える、日本で初めて設立された私立の農業校であり、現在、世田谷・厚木・オホーツクの3キャンパスに展開している「農と生命を
科学する総合大学」。明治期に逓信、文部、外務、農商務大臣などを歴任した榎本武揚により創設された。伝統ある農学関連学部学科に加え、海洋生物資源、食品・
香粧、バイオセラピー、国際農業ビジネスといったユニークな内容を持つ学科と大学院の各専攻を設置し、その研究領域は生命、食料、環境、健康、エネルギー
の広範囲に及ぶ。生物資源ゲノム解析センターをはじめ先進的な研究教育環境を備え、世界水準の学術研究の推進、農業及び関連産業の将来を視野に入れた教育・
研究体制の強化を図っている。

取材を通して、夏秋教授を含め先生方の「東京農業大学がもつ農学を取り巻く幅広い
知見・実行力で、世界の様々な課題を解決したい」という強い思いを感じました。そう
いった願いを学生たちにももってもらい、ともに夢を実現するために、自身を高め続け
る教員がいる素敵な大学でした。 （取材・文　鷲見 卓也）

1891年の創立以来、東京農業大学は農をとりまく環境の変化の中で、日本の農学発展に寄与す
る人材育成を長年担ってきた。農の国際化や農学分野のさらなる拡大が進む今、東京農業大学では、
未来の人材育成に向け教員の進化を促している。教員がもつべき資質は何なのか、それはどのよう
に育まれるのか。大学院農学研究科委員長で副学長の夏秋啓子教授にお話を伺った。

▲大学院FD研修より
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株式会社ニッピ

ロート製薬株式会社

運営：株式会社リバネス
https://lne.st/pf/

ケイ.イー.シー.株式会社

富士フイルム株式会社

本田技研工業株式会社

レイコップ・ジャパン株式会社

コニカミノルタグループ GH株式会社ケニス株式会社

株式会社シーボン

日本たばこ産業株式会社

三井化学株式会社

株式会社シグマクシス株式会社ジェイアイエヌ

三井製糖株式会社

協和発酵キリン株式会社

カルピス株式会社 川崎重工業株式会社オリンパス株式会社 学校法人河合塾カミハタ養魚グループ

株式会社ユーグレナ

ライカマイクロシステムズ株式会社

多摩川精機株式会社

敷島製パン株式会社

株式会社 THINKERS 株式会社神明 株式会社タカラトミー

株式会社ウィズダムアカデミー

株式会社新興出版社啓林館 新日鉄住金エンジニアリング株式会社

ニッポー株式会社

パーク24株式会社

株式会社ビクセン

三菱ガス化学株式会社

株式会社ビー・エフ・シー

ビクトリノックス・ジャパン株式会社

私たちリバネスは、知識を生み出し、集め、コミュニケーションを行うことで新しい知識を生み出す、日本
最大の「知識プラットフォーム」を構築しました。これは、教育プラットフォーム、研究プラットフォーム、
創業プラットフォームの3つで構成されています。私たちは、多くの企業とともにこのプラットフォームを
拡充させながら、世界に貢献し続けます。

DIC 株式会社

株式会社仲善

株式会社常磐植物化学研究所

株式会社SCREENホールディングス

日本ポール株式会社 日本ユニシス株式会社

brain  arch

D.C.TRAINING JAPAN株式会社

株式会社ロジム

森下仁丹株式会社 森永乳業株式会社

オムロン株式会社AgIC 株式会社

ヤフー株式会社

株式会社テクノバ 東レ株式会社

株式会社教育同人社

株式会社バイオインパクト

富士ゼロックス株式会社

マルキ平川水産株式会社

株式会社浜野製作所株式会社はなまる株式会社熱帯資源植物研究所

ビトム株式会社

ボンサイラボ株式会社

メーカーボットジャパン 森永製菓株式会社

関西国際学園

知識プラットフォーム
サポート企業

教育応援プロジェクト、研究応援プロジェクトおよび創業応援プロジェクト参加企業

株式会社池田理化

株式会社インターテクスト

アルテア技研株式会社

株式会社グローカリンク

株式会社アトラクアズワン株式会社 株式会社アバロンテクノロジーズ 株式会社アトラス

株式会社ENERGIZE 合資会社オキスイ

オリックス株式会社

株式会社くもん出版 クラシエフーズ株式会社 株式会社クラレ

CSTジャパン株式会社

株式会社G-クエスト シーコム・ハクホー株式会社

三井不動産株式会社

株式会社ムトーエンジニアリング

山芳製菓株式会社 ヤンマー株式会社 株式会社𠮷野家 株式会社𠮷野家ホールディングス

4
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バイオ人材は、
社会から
求められているのか

特集

海外からの輸入に頼っていた映画用ポジフィルムの国産化を目的として創業
した富士フイルム。カラーフィルムの自由化、デジタルカメラの台頭などの
影響が同社に与えた影響は大きかった。写真フィルム中心の事業に終止符を
打ち、写真時代に培ったコラーゲンやナノ化技術など様々な技術を、化粧品事
業などの新規事業に展開していった。

強い抗酸化作用を有する天然赤色色素アスタキサンチンのナノ化に成功し、
2007年、これを配合した化粧品シリーズを発売した。さらに、2008年には
医薬品事業にも本格参入。以後、拡大を続けている。

富士フイルムがバイオ分野への新規参入の成功例として、様々なところで注
目されるようになった結果、自社の強みを活かしてバイオ関連事業への新規
参入を実行に移す企業が増えてきたようだ。

これは、バイオ人材の活躍の場が広がっていることを意味するのではないか。

文部科学省 科学技術政策研究所 調査資料（2008）によると、ポスドクの分野
別内訳はライフサイエンス分野が38％でトップ。
アカデミアの世界では、慢性的なポジション不足が続いている。
ならば、次の舞台を産業界に探してみるのはどうだろうか。

今回の特集では、バイオ分野への新規参入を果たした企業、数多くのバイオ人
材を産業界に送り出してきた人材紹介・派遣会社の担当者、そして実際に企
業で働くバイオ人材に話を聞いた。

社会は、どんな人材を求めているのだろう？

P.06 意識高く、自分のコアとなる「ものの捉え方」を持て
 富士フイルム株式会社 再生医療推進室 マネージャー　都築 博彦さん
  
P.08 バイオ系研究者の魅力を再発見！自信をもってアプライしよう
 テンプスタッフ株式会社 研究開発事業本部 東日本営業部 大学チーム　魚津 理映さん
  
P.09 バイオ研究者が挑む、技術移転のプロフェッショナル
 テックマネッジ株式会社 ライセンシングアソシエイト　髙栁 亮 さん
  

同社が化学中心の事業から生体高分
子や細胞も扱う事業へと移っていく時
期のまさに渦中にいた立場から

人材紹介・派遣会社で、特に理系研
究者のキャリア支援を数多く行って
きたエージェントの視点から

5年間、企業で研究者として働
いた後、異なる職種へと転身
したバイオ人材の視点から
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「企業の研究職」は、大学院で研究をしてきた者に
とって花形ともいえる職業であるが、国内の一般的な
企業はほとんど新卒を総合職で採用しており、自分の
専門分野で働けるという保証はなく、そのときどきに
応じて職種が変わりうる。このような状況に対応し、
自分の力を発揮するには、研究生活で培われた「思考
の基盤」が重要な役割を果たす。

富士フイルム株式会社 再生医療推進室 
マネージャー　都築 博彦 さん

意識高く、自分のコアとなる
「ものの捉え方」を持て

社会はバイオ人材を求めているのか？特集

化学屋として始まった
企業でのビジネスキャリア

都築博彦さんが修士卒で富士フイルム株
式会社（以下、富士フイルム）の前身であ
る富士フイルム写真株式会社に入社したの
は1988年のこと。以来、同社に20年以上
勤務し、会社の事業範囲が化学から生体高
分子や細胞も扱う分野へと拡がっていく時
期を肌で感じてきた。
大学院では、工学部（応用化学系）で物

理化学を専攻しており、医学・生物学とは
関係ない研究生活を送っていた。当時は、
社名が表す通り写真フイルムを中心とし
た、日本を代表する化学メーカーとして事
業展開しており、今や同社の主要な事業の
1つになっている医薬品や化粧品、再生医
療製品などヘルスケア製品はなかった。
都築さんは、入社後10年ほど、レント

ゲンフイルムを中心に研究開発から製造技
術サポートまで幅広く「化学屋の立場」か

ら従事した。その間、現像液のないタイ
プの環境対応型のフイルム技術の開発な
ど、世界をリードする研究開発に取り組み、
2000年には、自身が関わった製品の上市
にもこぎ着けた。その頃には、同社の医療
用X線フイルムでは基盤技術のコアは確立
しており、別の新しい技術開発を始めよう
という機運が高まっていた。

未知の領域への転機

「新しい分野をやれ、お前は商品の仕上
げには向いていないからなぁと言われて、
その頃は本当にいろいろなことに取り組ん
でいました」。都築さんは、2000年頃のこ
とを振り返りながら笑う。企業では、40
歳前後、ある程度の経験を積んだ時期に差
し掛かると、管理職（課長以上のクラス）
としてリーダーシップを発揮し、チームを
率いていくことが求められる。この頃、都
築さんのキャリアはその真っ只中にあっ
た。

転機は身近なところから現れる。所属す
る医療用の新規事業を検討するグループと
連携していた有機材料開発グループのリー
ダーから、「再生医療」が面白そうだから
テーマを作ってみないか、と声がかかった
のだ。ちょうど同じ時期、海外では背中に
ヒトの耳様構造物が生えたマウスが発表さ
れ、再生医療という未知の領域が世間をに
ぎわせ始めていた。もちろん富士フイルム
としても未開の領域だ。既存の技術の枠を
超えて、かつ夢があり、短期的な目標に縛
られないテーマとして上司とも議論を重ね
た末に、再生医療分野にチャレンジするこ
とを決める。ここから都築さんのキャリア
の歯車は大きく動き始めた。

研究生活で磨いた自分の視点が
ビジネスの幅を広げる

再生医療分野で2～ 3年の経験を積んだ
後、DNA、タンパク質、細胞と、生物学
のセントラルドグマを追うように、挑戦す
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｜企業紹介｜
富士フイルム株式会社
創業後は、X線フイルム、印刷用フイルムなど
を中心としたフイルム領域において、高い技
術力をもとに高品質な製品を提供してきた日
本を代表する化学メーカー。現在はフイルム
開発で培ってきた技術を活かして、同社の主
要な事業の１つになっている医療品や化粧品、
再生医療製品などライフサイエンス・ヘルス
ケア事業も展開するイノベーションを代表す
る企業。
http://fujifilm.jp

る領域は広がっていった。都築さんはさら
にその後、人事まで担当することになる。
冒頭で触れた通り、都築さんの大学時代の
専門分野は物理化学で、医学・生物学分野
ではない。ましてや、人事の専門家でもな
い。「こういった自分の専門分野の外側で
求められるのは、まずは、自分の専門分野
の基礎を十分に押さえていること。その上
で、その人の基盤となる『考え方の切り口』
を持っているかどうか。自分の専門である
物理化学の考え方で、どのようにものごと
を捉えられるかということを大切にしてき
ました」。
科学に携わる者としての研究の基礎があ
り、その上で専門的な知識や特殊な実験手
技を駆使して科学の課題に挑戦するのが、
研究者としてのあるべき姿の1つだろう。
課題解決のプロセスに必要な「自分なりの
考え方」が確立されている人であれば、対
象に合わせてどうアプローチすればいいか
を考えればいいのだ。

負けられることの強みを活かして
成長のチャンスをつかみ取る

「よく遊び、よく学ぶ。バイトも遊びも
よくやるけれども、研究も死ぬほどやるタ
フさを持っている」というのは、都築さん
から見た海外の研究人材の評価だ。「朝か
らハイテンションで、4時間ぶっ通しで議
論をすることもある」と笑う。自分の考え
方を持っていて、それをどんどんぶつけて
くる人材が多いという。こうした人々と渡
り合うことは、企業のグローバル展開が進
むこれからの時代では不可避であり、そう
遠くない未来に当たり前のことになってい
るだろう。　
一昔前に比べると、国内の助成金や学振

の制度はとてもよく整っている。一方で、
海外に出る博士やポスドクが減少し、研究
だけにとどまらない違う視点を身につける
機会を失っているのではないか。この状況
はもったいない、というのが都築さんの考

えだ。「海外に出て違う研究者たちとの議
論や競争の中で自分なりの戦略を磨いてい
くもの。若いうちは負けたっていいんで
す」。負けられることは若い世代の特権で
もある。その自由さを活かして、未来の自
分をどう描き、作っていくのか。専門性の
枠の内側だけに閉じこもらない意識と行動
力は、研究者、ビジネスマンどちらで活躍
するにしてもあなたの将来を大きく前進さ
せるものになるはずだ。 （文　髙橋 宏之）
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近年、博士号を取得した後のキャリアとして、アカデミ
アだけでなく民間企業が選択肢の1つとして挙がるように
なってきた。研究者が自身のキャリアを真剣に考えるよう
になった時代ともいえるかもしれない。バイオ系研究者は
これから社会でどう活躍できるのだろうか。テンプスタッ
フ株式会社で、特に理系研究者のキャリア支援を行ってき
た魚津理映さんにお話を伺った。

バイオ人材への門戸は開いている

「バイオ系研究者が学位を取得して企業
で研究員になる以外にも、活躍する道はい
くらでもあります」と、魚津さんは語る。
例えば、食品や食品添加物の申請業務やメ
ディカルライター、投資ファンドの調査員
など。ライフサイエンス分野の知識や、デー
タを的確にまとめ上げる能力を活かしてい
るのだ。食糧問題や新薬情報の収集などラ
イフサイエンス分野に関するニーズは多
く、世界中で調査を行い技術の目利きなど
をしている。「企業からの求人は豊富にあ
りますが、いかに情報収集できるかがカギ
になります」。最近では、バイオ分野に新
規参入する企業も多く見受けられる。社会
に目を向け、ニュースなどからバイオ人材
に対する需要を探ることが、産業界に自分
の活躍の場を見つけるための第一歩なのか
もしれない。「まずは、興味のある分野で
ニーズを探してみてほしい」。魚津さんは
そうエールを送る。

スーパーテクニシャンはいらない

バイオ系研究者の中には、企業でも研究
を続けたいと思う人も多いだろう。そのと
き、「自分が手を動かすこと」が企業でも

求められると思っていないだろうか。「面
白い研究をしていてはダメだ、自分が面白
くした研究をしなさい」とボスに言われた
経験を魚津さんは語る。企業が人材を採用
する視点も同じだ。自分のもつ面白いアイ
デアを具現化できる人材を必要としている
のであって、似たようなバイオの手技を応
用して、多少の時間短縮をしてほしいわけ
ではない。スーパーテクニシャンを必要と
しているわけではないのだ。
自分は何のために研究をしているかを深

く考えることが重要だ。これまでの研究経
験で培ってきたのは、実験手技だけではな
いはずだ。頭を使い、研究テーマそのもの
や、ゴールにどうやってたどり着くかとい
う道筋を考え実行する能力を活かせば、今
後のキャリアの可能性はさらに広がるだろ
う。

なぜ研究するのか振り返ってみる

これまで支援を行った研究者を振り返っ
て、魚津さんは「バイオ系研究者には貢献
志向の強い人が多い気がします」と話す。
バイオ研究は、医療や食糧問題など社会貢
献度の高い課題に結びつくことが多いから
かもしれない。「貢献したいという気持ち
は、すばらしいものです。それを満たすた

めの方法をうまく変換できたら、見えてく
るキャリアの選択肢が広がるのではないで
しょうか」。こだわりを捨てた人の方が、
満足いく仕事を探せているという。研究
テーマや手技はあくまでも手段であり目的
ではない。
自分はなぜ研究をしているのかを、この
機会にもう一度考えてみるのもいいかもし
れない。 （文　金子 亜紀江）

｜企業紹介｜
テンプスタッフ株式会社
1973年創業以来、「雇用の創造、人々の成長、
社会貢献」を経営理念に掲げ、国内外の幅広
いネットワークと派遣からアウトソーシング
まで多様なサービスの提供を通じ、人と組織
の成長を支援。理系職専門の研究開発事業部
では、研究職をはじめノンリサーチなど新し
い理系人材のキャリアを提案。
http://www.tempstaff.co.jp/

テンプスタッフ株式会社　研究開発事業本部
東日本営業部　大学チーム　魚津 理映 さん　博士（農学）

バイオ系研究者の魅力を再発見！
自信をもってアプライしよう

社会はバイオ人材を求めているのか？特集
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今、多くの大学が技術移転に注力している。重点4分野
とされるライフサイエンス、情報通信、環境、ナノテクノ
ロジー・材料の中ではライフサイエンス分野の特許出願件
数が最も多い。しかしその成功数はまだまだ低いのが現状
だ。今回は、博士（医学）を取得後、5年間の企業研究者
を経て、技術移転のプロフェッショナルが集まるテックマ
ネッジ株式会社に就職した、髙栁亮さんにお話を伺った。

研究の道から、
研究を社会に活かす道へ

大学時代は北海道で白血病ウイルスの研
究を行っていた髙栁さん。研究を続ける中
で、研究が身近な生活にどのように活かさ
れていくかをもっと知りたいと思い、大学
で開催されていた「アントレプレナーシッ
プ講座」などにも足を運んでいた。その講
座で出会った会社の社長に誘われ、化粧品・
健康食品を扱う企業の研究開発・品質管理
を行う部門へ就職した。5年が経ち、もっ
と多岐にわたる研究に関わってみたい、そ
んな思いが芽生え転職活動を始めた。そし
て出会ったのが今の会社だ。
テックマネッジ株式会社は、日本の大学
や研究機関で生まれた技術を国内外の企業
へと橋渡しをする技術移転機関だ。大学の
研究者は研究を深め、論文にすることが目
標であり、企業が求めるのは商品化や事業
化などの「現実」であり、そのままでは埋
まらないギャップがある。「両方」の立場
から最適な活用方法を導き出す人が必要
だ。大学の研究成果を企業にライセンスす
る橋渡し役になることで、研究の活性化に
も貢献できることに魅力を感じ、転職を決
めた。

技術移転にも研究経験は活きる

髙栁さんらが扱うのは大学の知財部がも
つ特許だ。ライセンス先を探すためには、

まず論文や特許などを読み、これまでの研
究から、どこにプラスオンされた成果なの
かを理解し、申請者である研究者に研究内
容をインタビューし、ディスカッションし
ながらその発明のコアを理解する。「工学
系やマテリアルの案件も扱いますが、案件
の内45％はライフサイエンス系のもので
す。技術移転の経験は全くありませんでし
たが、先輩についてインタビューに行って
も、バイオ系の話はすんなり頭に入ってき
ます。『長い間勉強してきてよかった』と
思いましたね。逆に工学系のときは泣きそ
うになりましたが（笑）、全くの異分野に
も触れられるのは楽しいですし、そのよう
な案件こそ成長の機会として大切にしたい
です」。
技術理解のために研究者時代に様々な論

文を大量に読んだ経験や、研究経験がある
からこそ、研究者の想いや考えを理解でき
る、という強みも活かせるかもしれない。

「結果」を出すために、さらに磨くこと

一方で、自分に足りないところもたくさ
ん見えてきた。「会社の説明をするにして
も、自分は通り一遍の説明をしてしまうの
ですが、先輩方は相手を見て全く違う視点
から説明を始めます。これまで、自分が知
りたい情報や相手のニーズを引き出すため
のコミュニケーションを意識したことがな
かったので、それはとても衝撃でした」。
企業への橋渡し役として、その技術をどん

な企業が求めているか、どんな提案をした
ら興味を持ってもらえるか、その技術に
よって社会がどう変わっていくか、想像を
めぐらしていくのが役割だ。しかし、「技
術を売る」という感覚ではうまくいかない。
研究者と大学担当者と企業と自分、４者で
パートナーシップを組み、一緒に新しいも
のを生む、という感覚が大切なのだと知っ
た。その成功の鍵は、自分のコミュニケー
ション力が握っているのだ。
「10年以上、研究者側の立場で、多くの
研究者が必死で頑張っている姿を見てきま
した。その成果を企業にライセンスすると
いう『結果』を出して、研究者に戻すこと
が私たちの存在価値なのだと思います。髙
栁さんと一緒にやってよかったと、一緒に
仕事をした人たちに言ってもらえる成果を
出すことが今の私の目標です」。
これまで自分が関わってきた研究現場を

技術移転の視点から活性化する仕事。それ
も研究者の新しい活躍の場所だ。
 （文　楠 晴奈）

｜企業紹介｜
テックマネッジ株式会社
株式会社リクルート・テクノロジーマネジメ
ント開発室から、2012年4月にスピンアウト。
大学等の先端技術の情報を最適な企業に橋渡
しすることで新産業創出の機会を提供し、大
学等の社会貢献に資することをミッションに
掲げる。
http://www.tech-manage.co.jp/

テックマネッジ株式会社
ライセンシングアソシエイト　髙栁 亮 さん　博士（医学）

バイオ研究者が挑む、
技術移転のプロフェッショナル



14  * 27

異なる分野の研究者が連携して研究し、既成概念の中からは生まれにくい研究を生み出すための
「異分野融合」の重要性はすでに広く認識されていますが、ただ人が集まっただけでは何も起こりません。
超異分野学会は、大学、大企業、町工場、ベンチャー企業の研究者が分野を超えて集まる学会です。

私たちリバネスが触媒になり、来場者の方々の出会い、議論、相互理解を促進します。
この場に参加して異分野の仲間を増やしませんか？

E V E N T  I N F O R M A T I O N

第５回 超異分野学会
異 分 野 の 研 究 仲 間 1 0 0 人 で き る か な

【第５回 超異分野学会 関東大会 概要】

［開 催 日］2016年3月12日（土）、13日（日）
［会　　場］日本橋ライフサイエンスハブ（コレド 室町 3）
   東京都中央区日本橋室町 日本橋室町1-5-5 室町ちばぎん三井ビル8階

【スケジュール】

【企画紹介】

3月12日（土）

3月13日（日）

関東大会

研究に対して熱い者同士が集まって、新しい研究を始める、新しい事業の種を作り、新
しい科学・技術を生み出す場を作り出す。超異分野学会が始まって以来のコンセプ
トを深め、異なるバックグランドを持つ参加者同士が仲間になって帰り、明日から新し
い研究が始まる。熱い者どうしの知識のぶつかり合いを通して新しい知識を生み出し
ていくことを目指し、「知識の核融合反応」を今回のメインテーマに据えました。

「知識の核融合反応」テーマ

 ［第1部］
開会式
基調講演

 ［第2部］
 リアルテック
ベンチャー・
オブ・ザ・イヤー
スタートアップ部門

 ［第3部］
 リアルテック
ベンチャー・
オブ・ザ・イヤー
グロース部門

 ［第4部］
リバネス研究費セッション 懇親会

 ［第1部］
研究分野横断
シンポジウム

 ランチポスター
セッション

 ［第2部］
産学混成
シンポジウム

ポスターセッション
 ［第3部］
閉会式

10:00 12:00

13:00

13:30

14:00 15:00

15:00

16:00

16:30

18:00～

リアルテックベンチャー・オブ・ザ・イヤーはベンチャー企業の表彰制度です。本表彰制度は「10年後
に世界を変えるビジョンとテクノロジーを持った企業」のうち、アーリーステージのベンチャー企業を対象
としています。表彰式では、受賞企業から創業への想いと事業内容について発表していただきます。
技術の実用化、研究開発型ベンチャーに興味がある研究者の皆様のご参加をお待ちしております。

企画1
「リアルテックベンチャー・
 オブ・ザ・イヤー 2016」

今回の超異分野学会では、研究分野横断、産学混成のシンポジウムを開催します。生物学・医学
と工学といった研究分野を横断したテーマ、研究開発型企業の関係者と生物・医学、化学、工学
分野の研究者のコラボレーションを促進するテーマを設け、普段の研究ではディスカッションする機
会が作りにくい者同士のディスカッションを行います。

企画2 「超異分野シンポジウム」

東京メトロ銀座線・半蔵門線 「三越前」駅 A4出口直結
JR総武線快速・横須賀線「新日本橋」駅 地下道直結

ACCESS

日本
橋
駅

日
本
橋
駅

日本橋駅

   

東
京
メ
ト
ロ 

半
蔵
門
線

日本銀行

コレド
日本橋 日本橋

三井タワー

YUITO

福徳神社

仲通り

日本橋

三
越
前
駅

中央通り中央通り中央通り
永代
通り

永代
通り

永代
通り

江
戸
桜
通
り

コレド
室町 2

コレド
室町 1

コレド 室町 3

三井本館
三井記念
美術館

日本橋
三越
本店

日本橋
三越

本店新館

首
都
高
速

←至 銀座

東京メトロ 銀座線

都営浅草線

日本橋
髙島屋

新
日
本
橋
駅

三越前駅

総
武
本
線

東京
メト
ロ 
東西
線
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関西圏には多くの企業研究所やアカデミアが集積し、日本の中でも有数の研
究拠点を築いています。超異分野学会関西では関西圏アカデミアに所属する
研究者と企業研究所が集い、新たな事業創造のきっかけを探ります。

https://goo.gl/pZ2fOw
●超異分野学会の詳細、お申込みはこちらから

（担当：中嶋香織）

【第５回 超異分野学会 関西大会 概要】

［開 催 日］2016年3月19日（土）
［会　　場］オムロン京都センタービル啓真館
   京都市下京区油小路通塩小路下ル南不動堂町11

【スケジュール】（予定）※変更になる場合もあります。

関西大会

「研究集積拠点関西の知恵を集める」テーマ

10:00 10:30 11:30 12:00 13:00 14:00 15:00 16:30 17:30 18:00～

開会式 研究者
口頭セッション1

ポスター
セッション
１

昼食 研究者
口頭セッション2

ポスター
セッション2

ワークショップ
（企業とアカデミア研究者の知恵を

 集結させるワークショップ）

特別講演
閉会式 閉会 懇親会

各線 「京都」駅より徒歩5分
ACCESS

　リバネスでは2002年の設立以来、分野を超えた若手研究者の研究発表交流を目的とした

「超異分野交流会」を実施してまいりました。また、2008年からは産業界と大学が連携し、

未来を担う研究者を支援する「研究応援プロジェクト」を推進しております。これらの活動の

中で、大学や企業など様々な方々とのつながりが生まれ、研究分野・業種を超えて研究、製品

開発、あるいはその他の事業を行うことで、互いに気づかなかった視点を補完し合うだけで

なく、プラスアルファの価値を生み出せることを実感しているところです。　

　そこで、2012年より本会を「超異分野学会」として発展させ、これまでにない垣根を越え

た研究者どうし、研究者と産業界との結びつきを促進させることを目指して活動を続けてお

ります。本学会は、学術的価値の高い研究成果と研究成果を基盤とした事業化との2つの

軸で社会にインパクトを与え、イノベーションを創出する場として発展を目指します。　　　

第5回となる今大会のテーマは「知識の核融合反応」です。2つのものがただ存在している

だけは何も起こりません。反応にはきっかけが必要であり、その反応の場と起爆剤を作りま

す。異なる研究の視点を持ち寄って、これからのサイエンスとテクノロジーに一緒に語りま

しょう。皆様のご参加をお待ちしております。

第5回 超異分野学会 年会長

井上 浄
株式会社リバネス
取締役副社長CTO

開催に寄せて

近鉄
京都線

京都駅

アパホテル
京都駅前

ハローワーク京都

アパホテル
京都駅堀川通リーガル

ロイヤル
ホテル京都

UR都市機構
塩広路アパート

専門学校YIC
京都工科大学校

オムロン
本社

京湯元
ハトヤ 
瑞鳳閣

京都市下京区
保健部

西川油店

ローソン

東海道本線

東海道新幹線

奈良線

西
洞
院
通

新
町
通

堀
川
通

室
町
通

木津屋橋通
油
小
路
通

京都タワー

ヨドバシカメラ

京都新阪急
ホテル

京都中央
郵便局

ポルタ京都駅前地下街
武田病院

キャンパス
プラザ京都

戸張屋

セブン
イレブン

オムロン
京都センタービル

啓真館

塩広路通
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異なる分野の研究者が連携して研究し、既成概念の中からは生まれにくい研究を生み出すための
「異分野融合」の重要性はすでに広く認識されていますが、ただ人が集まっただけでは何も起こりません。
超異分野学会は、大学、大企業、町工場、ベンチャー企業の研究者が分野を超えて集まる学会です。

私たちリバネスが触媒になり、来場者の方々の出会い、議論、相互理解を促進します。
この場に参加して異分野の仲間を増やしませんか？

E V E N T  I N F O R M A T I O N

第５回 超異分野学会
異 分 野 の 研 究 仲 間 1 0 0 人 で き る か な

【第５回 超異分野学会 関東大会 概要】

［開 催 日］2016年3月12日（土）、13日（日）
［会　　場］日本橋ライフサイエンスハブ（コレド 室町 3）
   東京都中央区日本橋室町 日本橋室町1-5-5 室町ちばぎん三井ビル8階

【スケジュール】

【企画紹介】

3月12日（土）

3月13日（日）

関東大会

研究に対して熱い者同士が集まって、新しい研究を始める、新しい事業の種を作り、新
しい科学・技術を生み出す場を作り出す。超異分野学会が始まって以来のコンセプ
トを深め、異なるバックグランドを持つ参加者同士が仲間になって帰り、明日から新し
い研究が始まる。熱い者どうしの知識のぶつかり合いを通して新しい知識を生み出し
ていくことを目指し、「知識の核融合反応」を今回のメインテーマに据えました。

「知識の核融合反応」テーマ

 ［第1部］
開会式
基調講演

 ［第2部］
 リアルテック
ベンチャー・
オブ・ザ・イヤー
スタートアップ部門

 ［第3部］
 リアルテック
ベンチャー・
オブ・ザ・イヤー
グロース部門

 ［第4部］
リバネス研究費セッション 懇親会

 ［第1部］
研究分野横断
シンポジウム

 ランチポスター
セッション

 ［第2部］
産学混成
シンポジウム

ポスターセッション
 ［第3部］
閉会式

10:00 12:00

13:00

13:30

14:00 15:00

15:00

16:00

16:30

18:00～

リアルテックベンチャー・オブ・ザ・イヤーはベンチャー企業の表彰制度です。本表彰制度は「10年後
に世界を変えるビジョンとテクノロジーを持った企業」のうち、アーリーステージのベンチャー企業を対象
としています。表彰式では、受賞企業から創業への想いと事業内容について発表していただきます。
技術の実用化、研究開発型ベンチャーに興味がある研究者の皆様のご参加をお待ちしております。

企画1
「リアルテックベンチャー・
 オブ・ザ・イヤー 2016」

今回の超異分野学会では、研究分野横断、産学混成のシンポジウムを開催します。生物学・医学
と工学といった研究分野を横断したテーマ、研究開発型企業の関係者と生物・医学、化学、工学
分野の研究者のコラボレーションを促進するテーマを設け、普段の研究ではディスカッションする機
会が作りにくい者同士のディスカッションを行います。

企画2 「超異分野シンポジウム」

東京メトロ銀座線・半蔵門線 「三越前」駅 A4出口直結
JR総武線快速・横須賀線「新日本橋」駅 地下道直結

ACCESS

日本
橋
駅

日
本
橋
駅

日本橋駅

   

東
京
メ
ト
ロ 

半
蔵
門
線

日本銀行

コレド
日本橋 日本橋

三井タワー

YUITO

福徳神社

仲通り

日本橋

三
越
前
駅

中央通り中央通り中央通り
永代
通り

永代
通り

永代
通り

江
戸
桜
通
り

コレド
室町 2

コレド
室町 1

コレド 室町 3

三井本館
三井記念
美術館

日本橋
三越
本店

日本橋
三越

本店新館

首
都
高
速

←至 銀座

東京メトロ 銀座線

都営浅草線

日本橋
髙島屋

新
日
本
橋
駅

三越前駅

総
武
本
線

東京
メト
ロ 
東西
線
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関西圏には多くの企業研究所やアカデミアが集積し、日本の中でも有数の研
究拠点を築いています。超異分野学会関西では関西圏アカデミアに所属する
研究者と企業研究所が集い、新たな事業創造のきっかけを探ります。

https://goo.gl/pZ2fOw
●超異分野学会の詳細、お申込みはこちらから

（担当：中嶋香織）

【第５回 超異分野学会 関西大会 概要】

［開 催 日］2016年3月19日（土）
［会　　場］オムロン京都センタービル啓真館
   京都市下京区油小路通塩小路下ル南不動堂町11

【スケジュール】（予定）※変更になる場合もあります。

関西大会

「研究集積拠点関西の知恵を集める」テーマ

10:00 10:30 11:30 12:00 13:00 14:00 15:00 16:30 17:30 18:00～

開会式 研究者
口頭セッション1

ポスター
セッション
１

昼食 研究者
口頭セッション2

ポスター
セッション2

ワークショップ
（企業とアカデミア研究者の知恵を

 集結させるワークショップ）

特別講演
閉会式 閉会 懇親会

各線 「京都」駅より徒歩5分
ACCESS

　リバネスでは2002年の設立以来、分野を超えた若手研究者の研究発表交流を目的とした

「超異分野交流会」を実施してまいりました。また、2008年からは産業界と大学が連携し、

未来を担う研究者を支援する「研究応援プロジェクト」を推進しております。これらの活動の

中で、大学や企業など様々な方々とのつながりが生まれ、研究分野・業種を超えて研究、製品

開発、あるいはその他の事業を行うことで、互いに気づかなかった視点を補完し合うだけで

なく、プラスアルファの価値を生み出せることを実感しているところです。　

　そこで、2012年より本会を「超異分野学会」として発展させ、これまでにない垣根を越え

た研究者どうし、研究者と産業界との結びつきを促進させることを目指して活動を続けてお

ります。本学会は、学術的価値の高い研究成果と研究成果を基盤とした事業化との2つの

軸で社会にインパクトを与え、イノベーションを創出する場として発展を目指します。　　　

第5回となる今大会のテーマは「知識の核融合反応」です。2つのものがただ存在している

だけは何も起こりません。反応にはきっかけが必要であり、その反応の場と起爆剤を作りま

す。異なる研究の視点を持ち寄って、これからのサイエンスとテクノロジーに一緒に語りま

しょう。皆様のご参加をお待ちしております。

第5回 超異分野学会 年会長

井上 浄
株式会社リバネス
取締役副社長CTO

開催に寄せて

近鉄
京都線

京都駅

アパホテル
京都駅前

ハローワーク京都

アパホテル
京都駅堀川通リーガル

ロイヤル
ホテル京都

UR都市機構
塩広路アパート

専門学校YIC
京都工科大学校

オムロン
本社

京湯元
ハトヤ 
瑞鳳閣

京都市下京区
保健部

西川油店

ローソン

東海道本線

東海道新幹線

奈良線

西
洞
院
通

新
町
通

堀
川
通

室
町
通
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路
通
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京都新阪急
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プラザ京都

戸張屋
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京都センタービル

啓真館

塩広路通
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リバネス研究費の登録および採択情報はこちらから
http://rceer.com/grant/

募集要項発表!!
意志のある一歩が未来を拓く 研究応援プロジェクト

第30回 リバネス研究費

対象分野  

駐車場およびモビリティの利便性向上に繋がるテーマ
採択件数 　1名
助成内容 　研究費50万円
申請締切 　2016年1月31日（日）24時まで
URL 　http://www.park24.co.jp/

◉タイムズ賞
快適なクルマ社会の実現、交通インフラサービスの更な
る発展に向けて、研究者の方々とのコラボレーションに
よるサービスの開発を目指しています。
パーク24グループは、日本全国に15,000ヶ所の駐車

場、40,000台のレンタカー・カーシェアリング車両、550万人の会員組織、
各サービスを運用・オペレーションするシステムや仕組み等の経営資源を
有しております。
それら経営資源の提供を通じて、更なる快適なクルマ社会の実現に資する
研究を広く募集します。（駐車場の利便性向上や、モビリティに関する研究、
データを活用した新たなソリューション提供など、ご自身の研究を組み合
わせての応募も可能です。）
尚、当社が保有するデータなどの活用については、守秘義務契約を締結の上、
共有致しますので、ご希望のデータについては申請書に御記載ください。

担当者
より

一言

対象分野  

分子間相互作用解析装置BLItzを用いた研究
採択件数 　1名
助成内容 　研究費上限50万円、BLItzの無償貸与(時期、期間は

要相談) およびご希望のバイオセンサー(1トレイ、96本
入り)

申請締切 　2016年1月31日（日）24時まで
URL 　http://www.blitzmenow.com/

◉Pall ForteBIO賞

対象分野  

科学技術に関するあらゆる研究テーマ
※研究費申請の際には、L-RADへの申請書アップロードも並行して
行うことを申請の条件とします。
採択件数 　若干名
助成内容 　研究費50万円
申請締切 　2016年2月29日（月）24時まで
URL 　http://www.l-rad.net/

◉ L-RAD賞
L-RADは、研究者の皆様の自由なアイ
デアが研究費獲得に結びつく確率を上
げるべく立ち上げた、新しいオープンイ
ノベーション・プラットフォームです。

平成 27年度の科研費総額は約 2300 億円。それに
対して、企業で使われる研究開発費は12.3 兆円もあ
ります。私たちは L-RADを通じて、アカデミアと企
業との間の連携を創りだし、自由な研究を進めてい
ける環境を育んでいきたいと考えています。
弊社から提供できる研究費には限りがありますが、
L-RADを活用していただくことで、＋αのチャンス
を提供できるはずです。まずはご登録ください！

Pall ForteBIO では、“マイクロ流路を
使わない”分子間相互作用解析装置を
提供しています。今回、研究テーマを
募集する BLItz は、わずか数分、たった

4μLのサンプル量で、さらに簡単操作であるにもか
かわらず、本格的なカイネティクス分析を行うこと
ができます。使用前後の洗浄も特別なテクニックも
必要ありません。きっと皆様の論文作成のお役に立
てることでしょう。Pall ForteBIO は若手研究者並
びにスタートアップカンパニーを応援しています！

担当者
より

一言

担当者
より

一言
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リバネス研究費とは、「科学技術の発展と地球貢献の実現」に資する若手研究者が、
自らの研究に情熱を燃やし、独創性を持った研究を遂行するための助成を行う研究助成制度です。
本制度は「研究応援プロジェクト」の取り組みの一環として運営されています。

リバネス研究費 採択者発表！

研究テーマ

採  択  者

第24回 JINS MEME ACADEMIC AWARDS 本賞

坂田 利弥 氏　東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻 准教授
JINS MEMEの眼電位測定を利用した涙液センシング

研究テーマ

採  択  者

第24回 JINS MEME ACADEMIC AWARDS 奨励賞

荒平 高章 氏　福岡歯科大学歯科医療工学講座生体工学分野 助教
医工連携による転倒防止のための新規転倒リスク指標の開発

研究テーマ

採  択  者

第24回 JINS MEME ACADEMIC AWARDS 奨励賞

五十嵐 洋 氏　東京電機大学工学部電機電子工学科 准教授
どこを視ていないかを観るーロボットによるミスディレクション

研究テーマ

採  択  者

第24回 JINS MEME ACADEMIC AWARDS 奨励賞

天谷 賢児 氏　群馬大学大学院理工学府知能機械創製部門 教授
JINS MEME×Slow Mobility＝地域活性化（低速電動バスによる地域活性化実験へのJINS MEMEの活用）

研究テーマ

採  択  者

第27回 Pall XRS 20 バイオリアクター賞

塚本 宏樹 氏　東北大学大学院薬学研究科 助教
不活性型二量体構造を誘導するTLR4抑制抗体の高機能化分子設計

研究テーマ

採  択  者

第27回 池田理化賞 本賞

西村 幸司 氏　滋賀県立成人病センター研究所 専門研究員
ダイレクトリプログラミングによる聴神経の再生

研究テーマ

採  択  者

第27回 池田理化賞 本賞

藤森 康希 氏　慶應義塾大学医学部医学研究科生理学教室 博士課程3年
疾患iPS病態解析系のハイスループット化による孤発性疾患治療の実現化
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リバネス研究費 採択者発表！

研究テーマ

採  択  者

第27回 池田理化賞 本賞

南 一成 氏　京都大学物質－細胞統合システム拠点（iCeMS） 助教
ヒトiPS由来心筋細胞を用いた新規薬剤評価系の開発

研究テーマ

採  択  者

第27回 池田理化賞 奨励賞

宇野 愛美 氏　鳥取大学染色体工学研究センター 助教
人工染色体ベクターを用いたデュシェンヌ型筋ジストロフィー疾患の遺伝子・細胞移植治療法の開発

研究テーマ

採  択  者

第27回 池田理化賞 奨励賞

片山 翔太 氏　北海道大学遺伝子病制御研究所 博士課程1年
エピゲノムを書き換えるCrisprシステムの開発およびそれを利用した細胞運命制御

研究テーマ

採  択  者

第28回 CSTジャパン賞

水野 春花 氏　静岡県立大学大学院・薬食生命科学総合学府 博士前期課程 1年
シアリダーゼによるEMT誘導機構の解明

研究テーマ

採  択  者

第28回 ビクトリノックス脳科学賞

渡辺 秀典 氏　東北大学大学院医学系研究科生体システム生理分野 助教
手指随意運動中における大脳皮質運動野浅層-深層の神経活動、並びに筋電位と動作の関係解明

研究テーマ

採  択  者

第28回 𠮷野家賞

小南 友里 氏　東京大学大学院農学生命科学研究科水圏生物科学専攻水産化学研究室
解凍方法の最適化に向けたタンパク質分解の解析

研究テーマ

採  択  者

第28回 町工場賞

伊藤 賢一 氏　日本大学理工学部一般教育理工系 准教授
生体触媒反応用小型特定波長光照射装置の開発

研究テーマ

採  択  者

第28回 町工場賞

金田 桂一 氏　産業技術大学院大学産業技術研究科創造技術専攻 工学 第2学年
偏光イメージングのための多角的撮影システムの開発と応用研究

研究テーマ

採  択  者

第28回 町工場賞

篠原 礼奈 氏　横浜国立大学大学院工学府 医療 修士1年
血管新生評価デバイスの開発
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 新しいオープンイノベーションのしくみ   L -RADの詳細は
http://www.L-rad.net/

http://www.L-rad.net/briefing/

L-RADは、 研究者が各種競争的研究資金に採択されなかった申請書などの未活用
アイデアをアップロードできるデータベースシステムです。会員企業がそれを閲覧し、
産業視点で再評価できるようにすることで、共同研究の創出を加速します。

競争的資金

研究者

説明会の詳細・お申込はこちら（費用：無料／時間：ご希望に応じて調整）

会員企業

採択

未検証の研究アイデア
データベース

申請 不採択

閲覧

共同研究の申し込み、研究費の供与

寄託

往来の流れ

L-RADが創りだす動き

L-RADは今までに存在しないしくみのため、
「よくわからない」「使用によるリスクはないのか」
といったことを考える方も多いと思います。
そこで、様々な疑問を解決するため、
L-RAD出張説明会を行うことにしました。
「企業との共同研究を増やしたい！」
「研究予算を獲得するチャンスを増やしたい！」
とお考えの方は、ぜひお呼びください。

出張説明会
ご相談ください

【東　京】
2015年12月16日（水）18:00～20:00
株式会社リバネス 東京本社 知識創業研究センター
〒162-0822 東京都新宿区下宮比町1-4 飯田橋御幸ビル4階
【大　阪】
2015年12月17日（木）18:00 ～20:00
株式会社リバネス 大阪事業所 セミナー室
〒541-0041 大阪府大阪市中央区北浜1-5-7 北浜MDビル3階

  リバネスL-RAD説明会
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「机の上の勉強をするより、手を動かし
て研究をしたかった」と語る熊本大学大学
院の元満文音さん。学部4年生を1年飛び
級して、大学院に進むほどの実践主義。大
学院生活の中での1つの挑戦として位置づ
けた留学では、建国50年で世界トップの
研究環境を実現したダイナミズムを体感す
るため、シンガポールの研究所を選択した。
元満さんは「現地でしか体感できない独

小川さんは、農家の裨
ひ
益
えき
につながる成果

を研究のゴールとして据え、学部時代から
一貫して植物の根について研究している。
根の形質を変えることができれば、砂漠地
でも酸素、水、養分などの吸収を効率化す
ることによって作物の収量を上げることが
できる。しかし、研究を開始した学部生の
頃は実感がわかないことが多かった。それ
は現場である「砂漠を見たことがなかった」
からだ。そこで、学部卒業後に協力隊員と

特の雰囲気とスピード感に触れることがで
きた」と留学の成果を振り返る。例えば、
実験結果について研究室の同僚に相談して
いると、相談していない人も次々と集まっ
てきて、自由にアイデアを出し合う環境が
あった。結果として、多くのインプットを
常に得られることで、研究の次のステップ
がスピーディーに明らかになっていくプロ
セスが新鮮だったと話す。
卒業後はものづくり企業で製品開発を行

して、岩砂漠のあるベネズエラへ渡り、2
年間農業教師として勤務した。そのときの
現地農家とのコミュニケーションが、小川
さんの現在の研究の基礎になった。
彼らにとって「今という時間を楽しむ」
という価値観は絶対だ。だから、例え収量
が2倍に増えるような技術的な解決策を提
示しても、それによって家族との時間が割
かれるようであるならば、働く時間を増や
そうとはしない。技術向上によって農家収
入を上げることが研究のゴールと考えてい

うことを希望しているが、仕事をする上で
「まず現地に赴いてその地域の中に身を置
き、実際に自分で課題を経験すること」が
必要だと考えるに至った。その実感がある
からこそ、「今は世界のあちこちで、現地
でしか感じることのできない課題に触れる
ことに興味がわいている」と語る。グロー
バル人材とは、彼女のように、様々な課題
を現場に赴いて体感する意欲のある人のこ
とかもしれない。

たが、現地の価値観にふれることで、収量
向上だけが農家の裨益ではないと自身の研
究を見つめ直すきっかけとなった。
いま小川さんが取り組む研究課題の1つ
が、根の形質を中心に据えた植物の品種改
良だ。品種自体が良くなれば、農家は働く
時間を変えることなく、収量を上げること
ができる。現場でしか得ることができない
知識を得て、小川さんは「もっと現場に成
果を返さないといけない」と、今日も農家
の裨益につながる研究に邁進している。

海外でしか学べないことがある。
それが留学する理由。

　「トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム」は、文部科学省が2014年から開始し
た官民協働の海外留学支援制度だ。「夏休みに短期で海外の憧れの研究室へ」「大学院でダブ
ルディグリー」など28日以上 2年以内であれば、留学計画を自身で自由に策定でき、返
還不要の奨学金を受けられる。産業界のニーズに応え、年間1,000名の募集枠のうち、約
半数は理系留学を対象とする。
　研究キャリアに留学は必要なのだろうか。トビタテ第1期生としてプログラムを終えた
2名に、留学の意義を聞いた。

躍動するシンガポールを実感したくて

ラテンアメリカに研究現場があったから

元
もと
満
みつ
 文
あや
音
ね
 さん

熊本大学大学院自然科学研究科理学専攻生命科学コース博士前期課程2年。
トビタテ！の制度を活用して、シンガポールのTEMASEK Life Sciences Laboratoryへ。
植物の形態形成の研究を半年間行った。

小
お
川
がわ
 諭
さと
志
し
 さん

東京大学大学院農学生命科学研究科農学国際専攻博士課程3年。コロンビアの国際熱帯農業センター
にトビタテ！の制度を活用して8か月間留学。 2015年3月に一時帰国後、日本学術振興会特別研究
員として再び留学した。イネの養分吸収向上に役立つ根系形質の解明とその育種を行っている。

2016年1月～ 4月に「トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム」第5期募集を行います。募集要項や願書のダウンロードはトビタテ！
WEB SITEへ（トビタテで検索）。リバネスでもシンガポール、マレーシア、アメリカでインターンの受け入れをしています（info@Lne.st）！

トビタテ！第5期募集
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前を向いて進み続ける人たちがいる。

自分が活躍できる場所はどこか。

自分には何が足りないのか。

自分は何がしたいのか。

 

自問自答を繰り返し、

ときには立ち止まることがあっても

一歩一歩確実に前進を続けている。

 

知識と経験、そして情熱を武器に

限界に挑戦しながら、走り続ける。

 

彼らに続いて、自分を探す旅へ出よう。

P18 鉄腕アトムへ至る道は、日本の研究者の協力が切り開く 

 （東京理科大学 理工学部 機械工学科　小木津 武樹さん）

P19 生き物の体と宇宙機器をつなぐ共通点

 （東京理科大学 理工学部 電気電子情報工学科　木村 真一さん）

P20 「本当に必要なもの」を見極めたら、新しいものができた

 （イービーエム株式会社　朴 栄光さん）

P21 ゲノム編集の、その先へ。 この技術を使ってできることは何だろう

 （エディットフォース株式会社　白川 晃久さん、中村 崇裕さん）

P22-P23 求人情報

P24 研究キャリアの相談所のご案内

探
し
に
行
こ
う　

自
分
の
場
所
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コンピュータの次に
世界を変える技術は何か

時は2000年代前半。情報化が進み、
日本でも8割の家庭にインターネットが
普及するようになった時代。人々の暮ら
しを大きく変えたコンピュータ技術に、
高校生の小木津さんは魅了された。の
めり込むあまり、高校3年生のとき、当
時は社会人の受験者が主流だったソフト
ウェア開発技術者の資格を独学で取得。
慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）
のAO入試に自ら応募し、「俺はコン
ピュータで世界を変える」と豪語して入
学を決めた。
同時にはたと気づく。コンピュータの
次に来る技術を持っていれば、さらに世
界でも飛び抜けていけるんじゃないか。
そこで頭に浮かんだのは「鉄腕アトム」
だった。ああいうロボットや人工知能が
現実のものになれば、人の暮らしは大き
く変わるはずだ。「次の時代は古くさい5
教科7科目じゃない、ロボットを知って
いるやつが世界を変えるんだ」。多くの
大学では学部3年生以降でなければ研究
室に入れないが、SFCでは学部1年生か
ら研究を行うことができる。小木津さん
には願ってもない環境だった。

鉄腕アトムへの近道は、
自動車にあり

そんな彼が門を叩いたのは、なんと「自
動車の自動運転」の研究室だった。ここ
で喜び勇んでロボットや人工知能の研究
室を選ばなかったのは「私のひねくれて
いるところですね」と笑う。多くの研究

者とは違うアプローチでアトムを目指し
てみたいと考えていたのだ。犬型や人型
のコミュニケーションロボットや警備ロ
ボットなどが当時も発表されていたが、
小木津さんは物足りなさを感じていた。
「アトムの存在意義は、実は10万馬力の
パワーにある。ならば、既にパワーのあ
る機械、つまり自動車を知能化すればい
いんじゃないか」と考えたのだ。
具体的に取り組んだのは「協調型」の
自動運転制御システムと呼ばれる技術
だ。例えば、高速道路の大渋滞は、人間
が運転することで起こる、わずかな制御
遅れの積み重なりが原因だ。小木津さん
らは、自動車同士を協調させれば人間の
性能を超えていける、との発想で隊列走
行という技術を開発した。まるでカルガ
モの親子のように、自動で走る車両同士
が隊列を組み、たった50 cmの車間距
離を保ったまま同時にさっと流れること
ができるという。「人間を超えていくに
は、自動運転ロボットにはどんな技術が
必要なのか」という問いが小木津さんの
研究の軸だ。10万馬力ものパワーを持っ
たアトムを、人間のそばで安全に活躍さ
せるための技術とつながっているのかも
しれない。

研究者の連携が、世界を変えるカギ

小木津さんに1つの転機が訪れる。博
士号取得を機に、学部1年生から9年間
師事したSFCの大前学教授のもとを離
れ、東京理科大学に籍を移したのだ。「生
意気な話ですけれども、上から下りてく
る仕事をやるのではなく、これからは一

鉄腕アトムへ至る道は、
日本の研究者の協力が切り開く

世界をガラッと変えてやる。高校生のときにそう決意したという小
木津武樹さんの夢は、今も変わらない。「鉄腕アトムの先祖は自動車だと、
私は今でも信じています」と笑うが、目は真剣そのものだ。その信念の
もとに、いま彼は日本の自動運転研究の最前線で奮闘している。

小木津 武樹さん　プロフィール

小
お
木
ぎ
津
つ
 武
たけ
樹
き
さん

東京理科大学 理工学部 機械工学科 助教

個人として自分の成果を高めたいと思っ
たんです」。
師匠から独り立ちした後がアカデミア
の研究者の本領発揮となる。助教として
着任した小木津さんは、研究室の中で独
立したテーマを持つかたちで研究を進め
ることになった。大きな変化は、溝口博
教授からの紹介などをきっかけに、様々
な機関の研究者たちと、自らが前面に
立って共同研究を行うようになったこと
だ。自身の研究成果を軸として、共同研
究に1つのエッセンスを加えることで、
それぞれの先生と互いの研究を高め合う
ことができているという。連携先は、モ
ビリティをはじめ、人間情報工学や知能
システムなど異分野にもまたがる。「そ
の結果、いま非常に研究が広がりを見せ
ていまして、大きな意味があると感じて
います」。
鉄腕アトムが発明されたとされるの
は、2003年。すでに12年が経過した。
天馬博士はたった1人でアトムを発明し
たが、日本の研究者の力を結集すれば、
その地点へたどり着ける、と小木津さん
は確信している。 （文　塚越 光）

2013年、慶應義塾大学大学院政策・メ
ディア研究科後期博士課程を修了後、同
年より現職。慶應義塾大学SFC研究所上
席所員（訪問）、東北大学未来科学技術共
同研究センター リサーチフェロー、産業
技術総合研究所 協力研究員を兼任して
いる。学術博士。
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木
き
村
むら
 真
しん
一
いち
さん

東京理科大学 理工学部 
電気電子情報工学科 教授

生き物の体と宇宙機器をつなぐ共通点

宇宙を漂う人工衛星には、人間の手の届かない環境での不測の事態にも対処できるよ
うな適応力が要求される。東京理科大学の木村真一さんは、人工衛星が宇宙ゴミの回収ロ
ボットとして活躍するために必要な部品を開発している。しかし、学生時代に研究してい
たのは生物。木村さんを全くの異分野に挑戦させたのは何だったのだろうか。

壊れない機械から
壊れても動く機械へ

「生物は、なぜケガをしても動けるの
だろう」。たとえば、昆虫は脚が1本取
れたとしてもそのまま生き続けることが
できる。そんな生物の体の仕組みに興味
をもった木村さんは、薬学部で昆虫の神
経回路を研究していた。博士課程修了を
目前にした冬、指導教官に紹介されて郵
政省通信総合研究所（現 独立行政法人
情報通信研究機構）を訪れた。見学させ
てもらった研究室でふと湧き上がった発
想が、木村さんの運命を変えた。
その研究室では、無人ロボット人工衛
星を世界で初めて開発するプロジェクト
に参加していた。宇宙で使う機器は故障
しても直せないため、壊れないものを作
らなければならない。その話を聞いたと
き、「ひょっとしたら、ケガをしても動
ける生物の仕組みが、ここで役に立つか
もしれないと思ったんです」。壊れない
機械を作るのではなく、壊れても動く機
械を作ればいいのではないか。それから
は早かった。帰りの電車でパソコンを広
げて研究計画書を書き上げ、案内をして
くれた先生へと送ったのだ。

プロとして扱われる
プレッシャーを超えて

研究所に入るとすぐに、宇宙ロボット
に関するあらゆる会議に研究所の代表と

して出席するという役割が与えられた。
ただでさえ飛び込んだばかりの異分野
で、しかもその代表を務めるなんて―。
しかし、「プロが素敵なのは、こちらが
新人だろうが学生だろうが、1人のプロ
として扱ってくれるところ。私自身も、
プロとして、自分の責任で何とかしなけ
ればならないという状況になってしまっ
たのです」。木村さんが担当していたの
は、人工衛星の上で画像を頼りに複雑な
組み立てを実現するシステムの開発。誰
もやったことのない世界初のロボット衛
星の実現。それが最大のモチベーション
だったという。木村さんは、与えられた
環境に追いつくために必死になって勉強
した。
この経験が後に、宇宙ロボットでの宇
宙ゴミの回収、さらには賢い「眼」と「頭
脳」の開発につながっていく。2014年
に打ち上げられた小惑星探査機「はやぶ
さ2」には、木村さんが開発した6つの
カメラが搭載された。

「かわいい」からこそ、
ときには一歩離れてみる

現在は、東京理科大学で、宇宙ゴミを
回収する人工衛星の「眼」となるカメラ
の他、「手」となるロボットアーム、そ
してあらゆる事態に対処する「頭脳」と
して働くコンピュータを開発している。
木村さんが目指すのは、一部が故障して
も目的の行動を遂行できる「生き物のよ

うな」ロボットだ。
木村さんに今の研究テーマをもたらし

たのは、人との出会い、そして異分野に
接した際の直感だった。「博士課程まで
行くと、自分の研究がかわいくなる。す
ると、かわいいがゆえに、その外側にあ
るものが見えなくなってしまうのです」。
研究を少し離れたところから見てみる
と、その周りに関係することがぼんやり
と見えてくる。その中に、自分が本当に
やりたいこと、興味をもっていることが
見えてくるのだと木村さんは話す。「自分
の興味は『生き物』ではなくて、『壊れ
ても動く仕組み』にあった。そう思えた
から、今の自分があるのだと思います」。
これまで研究してきた生物の持つ能力

を、ロボットで再現するのが面白い。木
村さんは、自ら考えて判断する賢さを
もったロボットの開発を通して、将来、
人類が宇宙に活動の場を広げるための基
礎を作っていきたいと考えている。
 （文　金子 亜紀江）

木村 真一さん　プロフィール

1988年、東京大学薬学部製薬化学科卒
業、薬剤師国家試験合格。1993年、同大
学院薬学系研究科製薬化学専攻博士課
程修了、博士（薬学）。郵政省通信総合研
究所（現（独）情報通信研究機構）を経て、
2007年より現職。
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朴
ぱく
 栄
よん
光
がん
さん

イービーエム株式会社 代表取締役

「本当に必要なもの」を見極めたら、
新しいものができた

町工場がひしめく東京都大田区に本社を構えるイービーエム株式会社。
ここでは、博士（工学）を持つ若き起業家である朴栄光さんが、心臓外科
の手術訓練装置の開発や外科技能の定量化に関する研究を行っている。彼
らの作る装置のコンセプトは、そのデザインのよさに現れている。それは、
朴さんの最初の失敗がきっかけになって生み出されたものだ。

必要なのは、
リアリティではなく「目的」

朴さんが目指しているのは、グローバ
ルで、全く新しい手術トレーニングの仕
組みを作ること。イービーエムが製造・
販売している心拍動下冠動脈バイパス手
術訓練装置「BEAT」や、吻

ふん
合
ごう
手技訓練

用冠動脈モデル「YOUCAN」は、その
ための手段でしかない。
これまでの手術訓練装置は「いかに解
剖学的なリアリティを再現するか」とい
う観点で作られていた。しかし、心臓外
科医の視点に立ってみたとき、トレーニ
ングにリアリティは必要ない、というこ
とに気づいた。「彼らが見ているのは、
直径4 cmほどの拡大鏡の視野だけ。そ
の範囲をいかに再現するか。重要なのは
その1点だったんです」。
では、手技のトレーニングに本当に必
要なものは何だろう？　拍動する心臓モ
デルでもない。出血でもない。考え抜い
た朴さんが至った答えは、「目的」だっ
た。たとえば、直径2mmの引き裂かれ
やすい血管同士を縫い合わせる手技を上
達させることがトレーニングの「目的」
である場合、それに関係のない要素は排
除する。さらに、手技を磨くためにはひ
たすら繰り返し練習することが必要なら
ば、「いつでもどこでも練習できる」こ
とが重要だ。イービーエムの装置は、「自
宅のリビングにも置ける」という視点で
デザインされている。

失敗したから、気づくことができた

朴さんが「目的」の重要性に気づくこ

とができたのは、最初にリアルな心臓モ
デルを作ったという「失敗」があったか
らだ。ブタの心臓を液体窒素で凍らせ、
それを型にしてシリコンでモデルを作ろ
うとした。しかし、液体窒素で凍結した
心臓の温度が低すぎて、シリコンが固ま
らない。そこで朴さんは何を思ったのか、
真夏にもかかわらず、生のブタの心臓を
常温に戻し、やわらかくなったところで
シリコンを固めるという方法に打って出
た。結果は、想像に難くない。「10日間
くらいです。シリコンで封入していたの
ですが……中では雑菌が繁殖していて、
心臓は液体なのか固体なのかわからなく
なっていました。封を開けた瞬間、阿鼻
叫喚しましたね」。
そうして作ったシリコンモデルに
チューブを挿し込んで、空圧で拍動す
る心臓モデルは完成した。「これが、僕
が最初につくった心臓モデル。そして、
最初の失敗です」。とりあえず「バクバ
ク」いう心臓を作れば心臓外科医に興味
をもってもらえるだろう、と思っていた
朴さんの期待は、あっさり裏切られたの
だった。

自分で描いた世界に向かって
ひたすら進む

その後、実際に心臓外科医のトレーニ
ングを見学する機会が訪れた。ここで朴
さんは、トレーニングに必要なもう1つ
のことに気づく。それは、「仕組み」だっ
た。「トレーニングをしたら、自分の手
技がどうだったかを評価する。それがや
がて専門医制度などに組み込まれて『仕

組み』になれば、トレーニングをするこ
とに価値が生まれます」。
この考え方に近い仕組みが、実はパイ
ロットの世界にある。事前準備を入念に
行い、限られた時間の中でミッションを
遂行する点が似ているうえ、トレーニン
グ制度や評価制度が厳しく規定されてい
て、手術実技トレーニングの仕組みに応
用できそうな点が多い。そう感じた朴さ
んは、勉強も兼ねて（米国の）パイロッ
ト養成訓練に通い、とうとう自家用操
縦士免許を取得してしまった。そして、
2015年5月、朴さんの働きかけによっ
て、ついにシミュレーションによるト
レーニングが専門医制度に導入されるこ
とが決まったのだ。
「トレーニング装置があって、血管モ
デルがあって、評価モデルをつくって、
事業化して、専門医制度に組み込まれて
……10年前に描いた『絵』の通り、今
も動いています」。自分で描いたストー
リーに沿ってひたすら行動し続ける朴さ
んは、夢の実現にどんどん近づいている。
 （文　齊藤 想聖）

朴 栄光さん　プロフィール

早稲田大学大学院理工学研究科生命理工
学専攻博士課程在学中の2006年に、大
学発学生ものづくりベンチャーとして東
京都大田区にて創業。イービーエム株式
会社代表取締役、福島県立医科大学心臓
血管外科 博士研究員も兼任している。博
士（工学）。
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遺伝子を自在に操る技術を探して

野菜や家畜の新品種や、特定遺伝子を
ノックアウトしたマウスなどを作出する
際、放射線や薬剤の投与による遺伝子の
突然変異の誘発や、遺伝子組換えが用い
られている。しかし、これらの方法には、
様々な箇所に変異が入る、マーカーを含
む外来遺伝子がランダムに組み込まれて
しまうといったデメリットがある。交配
やスクリーニングを繰り返すことが必須
で、非常に手間とコストのかかる作業だ。
一方、ゲノム編集技術は、切断された
DNAが修復する際に、欠失・挿入の変
異や、他の塩基配列が入り込む現象を利
用し、ゲノムの中のたった1つの遺伝子
を狙って破壊したり、外来遺伝子を狙っ
た位置に導入したりすることができる。
非常に操作が簡単な第3世代ゲノム編
集技術「CRISPR/Cas9」が彗星のごと
く登場したのは、2012年のこと。「こう
いった技術は、日本にはないのだろう
か」。KISCO株式会社でライフサイエン
スカンパニープレジデントを務める白川
晃久さんは、探していた。そうして出会っ
たのが、植物を分子のレベルで理解し、
その成果を基にした新しい技術の開発を
目指して研究している九州大学の中村崇
裕准教授だった。

日本初の技術で世界と戦う

白川さんと中村さんが立ち上げたエ
ディットフォース株式会社は、中村さん
が開発したPPRタンパク質（Pentatrico 
Peptide Repeat protein）工学技術を
ベースに、アカデミアや産業界に新たな
ゲノム編集ツールを提供する。設立は

2015年5月。2人が出会ってから、まだ
半年ほどしか経っていなかった。
PPRは、植物オルガネラの研究から

見つかったタンパク質だ。植物に非常に
多く含まれ（500個）、それぞれが別の
DNAまたはRNA配列に作用して、様々
な働きを担っていることがわかってい
る。中村さんは、このPPRタンパク質
とDNAまたはRNAの結合メカニズム
を解明し、目的とするDNA / RNA配列
に結合する人工分子を設計する技術を確
立した。これが、エディットフォース社
のコア技術。DNAのみならずRNAも認
識できる技術は、なんと世界でも初めて
のものだった。
また、日本で初めて生まれたDNA編

集技術でもある。既存のZFN、TALEN、
そしてCRISPRなどのゲノム編集技術は
どれも海外で生まれた。医薬品や農水産
物などの産業に利用する場合には、莫大
な特許使用料を支払う必要がある。中村
さんは、PPR技術がこの状況を脱する
ための一助になれば、と考えている。「私
たちの技術は、きっと核酸操作の基盤技
術になるはずです」。

科学の可能性を探究したい

農作物などの品種改良には、これま
で10年以上の長い年月を要することも
多かった。それが、ゲノム編集技術を
使えば、最短半年～ 1年ほどに短縮でき
る。1年間かかっていた実験用の遺伝子

ゲノム編集の、その先へ。
この技術を使ってできることは何だろう

遺伝子を正確に操作することができる「ゲノム編集」は、今後のライフサイエンス分
野の発展に大きく寄与することが期待されている。2015年5月に設立したばかりのエ
ディットフォース株式会社は、日本で初めて生まれたゲノム編集技術を武器に、国内外の
創薬や農業生産技術への貢献をミッションに掲げるベンチャー企業だ。

エディットフォース株式会社

白川 晃久さん（右）
エディットフォース株式会社　代表取締役CEO

中村 崇裕さん（左）
エディットフォース株式会社　取締役CSO
九州大学 農学研究院 生物機能科学部門

植物分子機能分野　准教授

改変マウス作出も、最短1か月でできる
ようになると考えられる。そうすれば、
実験にかかっていた時間とコストを使っ
て、研究をより前進させることができる
のだ。自分が生きている間に、自分が開
発したものが世に出るチャンス。それを
得ることができるのが、この会社の魅力
だと話す中村さん。「自分自身、そんな
チャンスが来るなんて思っていませんで
した」。しかし、中村さんの開発した技
術は今まさに、世に出ようとしている。
さらに、中村さんは「現状のゲノム編

集技術を広く解釈すれば、科学の可能性
が見えてくる。それを追究して、今まで
にない面白い仕事をしたいですね」と話
す。ゲノム編集技術は、いったい何に使
えるのだろう？　未来に向かって広が
る可能性の中からその答えを探すのは、
きっと楽しい仕事になるはずだ。
 （文　磯貝 里子）

2015年5月15日設立。福岡県福岡市内に本社、
同じく福岡市の九州大学農学研究院に研究所を置
く。事業内容は、PPR技術に関わるIPのマネジメ
ント、DNAおよびRNA編集技術を用いたプラッ
トフォームライセンス事業および創薬事業。資本
金1億5100万円（資本準備金含む）。
http://www.editforce.jp

Presented by エディットフォース株式会社

P.23 に求人情報を掲載しています
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募集中の求人情報
研究に熱い企業があなたを待っています！

研究キャリアの相談所

天然物由来の生理活性物質の開発や製造販売を行う会社で
す。農業資材、食品添加物、健康食品素材、医薬品原料と
して活かすため、天然由来の機能性成分の探求・天然物の
抽出、単離、精製、機能性成分の構造解析・その他の機器
分析を行います。新規な（特許性のある）機能性素材を継
続して研究開発することを最重要課題にし、科学的根拠に
基づいた製品づくりを実践しているため、研究開発職は最
も重要な部門の１つです。以下の業務で力を発揮していた
だきます。
・機能性成分の探究
・天然物の抽出、単離・精製、機能性成分の構造解析
・その他機器分析

研究開発職
職 種

主 な 仕 事 内 容

株式会社アミノアップ化学

開発した機能性原料の安全性や有効性に関するデータを提
示しながら、お客様へ製品開発の提案を行います。ヘルス
ビジネスやコスメティクス市場における最新の製品動向を
調査し、消費者が求める製品を開発したり、様々な業種の
方との取引を行ったりします。データは製品に関する in 
vitro、in vivo の基礎データからヒト臨床データまで幅広
く扱います。以下の業務で力を発揮していただきます。
・ 学会や展示会への参加を通じた製品開発とマーケ
ティング

・ 大手食品、製薬・化粧品、スポーツメーカー、生命
保険会社などB to Bでのカスタマーサポート
・ 農業向け資材（天然由来の植物生育調整剤）の効果
測定のための農作業および冬季環境維持業務

技術営業職
職 種

主 な 仕 事 内 容

科学的根拠に基づく機能性食品素材の営業では、基礎、臨
床での多岐にわたる学術データをもって顧客やユーザーに
対する説明を行います。また、共同研究実施の際も、高度
な専門知識と専門的なコミュニケーションが必要です。学
術室は、こうした場面での社内外のサイエンスコミュニ
ケーションを専門に行う部署です。以下の業務で力を発揮
していただきます。
・ 製品開発（処方提案、自社製品に関するプレゼンテー
ション）
・市場調査
・ 共同研究管理（共同研究先大学などとの研究内容、
進捗、契約管理）
・学術資料作成、論文執筆市場調査など

学術室職
職 種

主 な 仕 事 内 容

株式会社リバネスの研究キャリアの相談所では、研究経験を活か
せる仕事をご紹介しています。興味のある方はぜひご応募くださ
い。その他、最新の求人情報「研究キャリアの相談所」ウェブサ
イトの登録者にご連絡いたします。ぜひご登録ください！

医療・バイオ研究データの解析およびデータベース開発や、
疫学調査・医療情報のデータマイニングおよびシステム開
発・バイオインフォマティクスの導入支援・教育・コンサ
ルティングをしている会社です。新しいサービスを立ち上
げるシステムエンジニアを募集します。自由な発想・アイ
デアで新事業立ち上げの挑戦、医療・健康分野での社会貢
献を実現したい方を求めています。ベンチャーのスピード
感をもちながら、9時～ 18時の定時勤務としている働き
やすい会社です。以下の業務で力を発揮していただきます。
・研究機関、医療機関向けサービスのシステム開発
・データベース開発
・ビックデータ解析のためのシステム開発

システムエンジニア・プログラマー

アメリエフ株式会社
職 種

主 な 仕 事 内 容

腸内環境をデザインするリーディングカンパニーです。 
慶應義塾大学および東京工業大学の研究分野で培われた確
かな解析技術、メタボロゲノミクス TM により腸内環境を
評価致します。医療・バイオ系サンプルの分析や統計科学
的解析、データベース開発や疫学調査・医療情報のデータ
マイニング、およびシステム開発、バイオインフォマティ
クスの導入支援・教育・コンサルティングを行います。以
下の業務で力を発揮していただきます。

・次世代シーケンサーを用いた腸内細菌叢のメタゲノ 
 ム解析
・質量分析計を用いた腸内細菌叢のメタボローム解析
・嫌気性細菌の分離・培養
・研究マネジメント

主任研究員・バイオインフォマティクス・スペシャリスト
主 な 仕 事 内 容

主 任 研 究 員

バイオインフォマティクス　スペシャリスト

株式会社メタジェン
職 種

・メタゲノム解析、メタボローム解析のための解析パ 
 イプライン構築
・メタゲノムデータ、メタボロームを含む多変量デー 
 タのデータベース構築
・計算機環境を含む情報解析インフラの構築
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中高生の課題研究活動支援、企業の科学教育参画支援、科
学出版、研究人材育成・キャリア支援、研究開発、地域開
発、技術ベンチャー支援、海外展開サポートなど、科学技
術の知恵と教育・研究現場と産業界のネットワークを通じ
て新しい価値を生み出す仕事を手がけています。
以下の業務で力を発揮していただきます。
・科学教育開発や研究人材の育成
・ 産学共同研究開発や事業化支援など、産学連携の推
進活動
・ 海外での技術・事業展開サポートや地域資源を用い
た技術開発

科学技術をベースにした知識製造業務
職 種

主 な 仕 事 内 容

株式会社リバネス

・微生物培養の経験のある人
・微細藻類培養の経験のある人

こんな人も募集中です。

詳細のお問い合わせ・求職申し込みは
メールにてご連絡ください。

研究キャリアの相談所（運営：リバネス）
http://rceer.com/recruit/
hd@Lnest.jp
担当　楠（くす）・環野（かんの）

最近話題になっているゲノム編集ツールの基礎研究開発を
行う会社です。ラボ試験とバイオインフォマティクスを組
み合わせ、効率的に目的のタンパク質の解析などを行いま
す。RNA/DNA編集試薬の販売、RNA編集技術を用いた
核酸医薬の代替薬開発支援、RNA編集 /DNA編集技術を
用いた有用作物、動物の作出などを行っています。

主任研究員・研究員
職 種

主 な 仕 事 内 容

エディットフォース株式会社

・ 医学、薬学等の自然科学領域における修士課程、博
士課程、ポスドク期間、職務期間において、主任研
究員は合計 8年以上、研究員は 2年以上のバイオ
テクノロジーの研究・職務経験を有すること
・ 主任研究員は採用時に理系の博士号を取得している
こと

・ 5年以上のプログラミング経験を有すること 
（C/C++/Perl/Java/Python など）
・ 修士課程、博士課程、ポスドク期間、職務期間にお
いて、合計4 年以上バイオインフォマティクスの研
究・職務経験を有すること
・採用時に理系の博士号を取得していること

・ 理科系のバックグラウンドを持ち、5年以上、民間
企業で渉外交渉・経理・財務・人事・総務・法務・
経営企画、特許戦略等の実務経験があること
・ 上記職種を担当し、会社の戦略に合わせた仕組みの
構築が出来ること。もしくはそれ相応の資格を有し
ていること

バイオインフォマティクススペシャリスト
職 種

求 人 条 件

求 人 条 件

求 人 条 件

ビジネス・コーポレート部門主任
職 種

大学の研究成果の事業化を支援する会社です。研究成果の
発掘・評価と活用、知的財産・起業などに関する調査・コ
ンサルティング・連携先の開拓などを行います。大学の先
生方と議論できるほどのサイエンスに対する理解力と経
験、広い好奇心、コミュニケーション力が求められます。
知財や技術移転の経験者でなくても会社に入ってからト
レーニングすることができます。以下の業務で力を発揮し
ていただきます。
・大学の研究者の技術インタビュー
・先行特許 /先行論文調査
・Web・文献等による市場性調査・国内外の起業への
 ライセンス契約交渉

技術移転に関する調査・コンサルティング職
職 種

主 な 仕 事 内 容

技術移転の支援企業



研究キャリアの相談所が、ポスドク問題を解決します。

研究をはじめたら、
すぐに登録！

研究キャリアの相談所
「研究を活かした仕事」の就職に強い

「研究」の考え方は、今の社会に必要か？
YES NO研究の経験を活かして社会で活躍したい。

-アカデミアか？企業か？
-研究員になるか、全く別の仕事をするかの二択しかないのか？
研究キャリアの相談所は、研究で培った考え方を活かし、社会で活躍したいすべての人のための相談所です。
自然界の中だけでなく、社会の中にも多様な解決すべき「問い・課題」が存在します。私たちは、それを解決
しうるのは「研究」の考え方を持った人材だと信じています。

研究をはじめたら、
すぐに登録！

研究キャリアの相談所
「研究を活かした仕事」の就職に強い

http://rceer.com/recruit/

Powered by 株式会社リバネス 〒162-0822　東京都新宿区下宮比町 1番 4号 飯田橋御幸ビル 5階
TEL：03-5227-4198　　FAX：03-5227-4199　　E-mail：info@lnest.jp
※ お電話でのお問い合わせは平日 9時～18時のみのご対応となりますので、ご了承ください。

有料職業紹介事業   - 許可番号 ： 13- ユ -300411
　　　　　　　　   - 範囲 ： 国内における科学技術における専門的・技術的職業

一般労働者派遣業    - 許可番号 ： 般 13-301587

登録はこちら ⇒

▶ リバネス研究費（P.12） ▶ 週末型インターンシップ（P.28）
▶  「探しに行こう 自分の場所」
（P.17）

▶  研究キャリアの相談所イベント
（P.25）
▶ 求人情報（P.22）
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研究に疲れたら、

自分のやりたいことを見つける、研
究ともう一度向き合うきっかけを手
に入れることができます

就職・転職で悩んだら、

自分の強みは何か？どんな研究キャ
リアを歩みたいか？「自分が活躍す
べき場所」探しをお手伝いします

研究を推進するための資金・場所・
仲間を手に入れることができます

■いつから登録したらいい？
“研究を始めた”その時からご登録ください！
就職、転職の時期だけでなく、研究を始めたその時から研究人材に特化した悩みを解決するプログラムをご案内します。
例えば……、

■研究キャリアの相談所のメンター

もっと研究をがんばりたい！
と思ったら、

500の研究キャリアの 
事例があります
環野 真理子
Mariko Kanno
修士（理学）

研究キャリア応援マガジン
『incu・be』制作統括、大
学・大学院生のキャリア指
導を通じ、多様なキャリア
事例を知る。

ホットな求人情報を 
紹介します
武田 隆太
Ryuta Takeda
Ph.D

企業人事やリクルーターと
のネットワークを豊富に持
ち、産業界に必要とされ
る要素について常に新鮮
な生の声を収集。

研究者に特化した 
トレーニングプログラム
があります
楠 晴奈
Haruna Kusu
修士（理学）

研究者が研究所や企業で
活躍する力を鍛える、人材
育成プログラムの開発と
講師に10年以上携わる。
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少人数でのワークやディスカッションを通じて、社会で普遍的
に活きる研究力を鍛えたり、現状のキャリアに関する疑問を共
有するセミナーです。本セミナーを通じて、研究経験を活かし
て活躍したい人が、希望のキャリアを構築し、自ら歩んでいけ
ることを目指しています。1月のテーマは「博士のキャリア戦略」
です。
＜内容＞
【講演】それぞれの博士号の使い方
【ワーク】博士課程をどう過ごす？
【ディスカッション】研究キャリアの相談会

研究キャリアの相談所セミナー
「1月　博士のキャリア戦略」

研究キャリアの相談所Cafe
キャリアにもやもやとした不安を抱える、大学院生 /ポスドクへ！

日　時： 【第1回】12月13日（日）10時～12時
 ～これから就職先を見つけたい人集まれ！～
 【第2回】2月14日（日）10時～12時
 ～キャリアに関する漠然とした悩み、聞きます！～
場　所： 株式会社リバネス　東京本社
 東京都新宿区下宮比町1-4 飯田橋御幸ビル4階
参加費： 無料
対　象： 修士・博士課程、ポスドクの方
お申し込みはこちらから：http://goo.gl/2SFr8g

日　時： 1月22日（金）18時30分～20時（18時15分開場）
場　所： 株式会社リバネス　大阪事業所
 大阪市中央区北浜1-5-7 北浜MDビル３階
参加費： 無料
対　象： 修士・博士課程、ポスドクの方
お申し込みはこちらから：http://goo.gl/tD7E60

~社会で活躍する研究者が集まります！漠然とした不安や、自分の知らない分野の開拓など、気軽
に話せるCafeです~
研究室に所属しているとキャリアに関する情報が不足しがちで、漠然と不安を抱いている方も多いのではないでしょうか。
博士課程に進むと周りに就職活動している人が少なく、どう考えたらいいかわからないという声もよく聞きます。
以下のような悩みをもやもやと抱いている方！　一度「研究キャリアの相談所Cafe」にいらしてみませんか。
　●研究に熱中していたら……あれ？周りが就職を決めていた。
　●理系が活躍できる仕事ってどんな仕事だろう。
　●自分はちゃんと就職できるか不安。
　●アカデミアに残るか、企業に就職するか悩んでいる。
　●博士は社会から何を期待されているのだろう。
夢ピッチでは研究経験を活かして社会で活躍する方々が、自身がやりたいことなどを題材にお話しします。
＜内容＞
【講演】「研究経験」から得られる強みとは？
【夢ピッチ】自分を刺激する目標に触れる
【座談会】 キャリアに対する不安や悩みを気軽に相談
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長年の研究成果から事業化を目指す

　ずっと温めてきた構想、データ、特許を抱えるも、実際に

起業に乗り出す研究者は多くありません。しかし、技術を愛

し、事業を育てるノウハウをわかちあい、共に歩む仲間が見

つかれば、研究成果の事業化は今よりもずっとやりやすくな

るのではないでしょうか。TECH PLANTERは、研究成

果を事業化に進めるための支援エコシステム。この生態系

には、リバネスのほか、事業会社である年間パートナー企

業、様 な々支援策を持つ経営支援パートナー企業が参画

し、研究者・起業家を支援しています。9～10月には3つの

ビジネスプランコンテストを開催しました。

全世界146、国内84のエントリーから
選ばれた33のファイナリスト

今年は過去最大規模となる146チームのエントリーがあり、

日本、アメリカ、シンガポール、マレーシア、台湾の5か国から

集まりました。このうち、選抜・育成された33チームが最終

選考会に登場し、事業会社、VC、町工場、研究者、そして

起業家たちとのビジネス機会を得るためにそれぞれ5分間

ピッチと質疑応答を行いました。3分野のグランプリにお

いて、それぞれ最優秀賞を決定したほか、のべ20の企業賞

受賞チームを選出しました。

コンテスト受賞者が示す、
研究開発型ベンチャーへの新しい道筋

経営支援パートナー

ファシリティーパートナー テクニカルパートナー

三井不動産株式会社 株式会社浜野製作所

みやこキャピタル株式会社

株式会社東京大学エッジキャピタルユーグレナSMBC日興リバネスキャピタル

新日本有限責任監査法人

株式会社日本政策金融公庫

城南信用金庫

株式会社グローカリンク

年間パートナー

日本たばこ産業株式会社 株式会社𠮷野家ホールディングス

株式会社ユーグレナ ロート製薬株式会社

オムロン株式会社 オリックス株式会社

日本ユニシス株式会社 富士ゼロックス株式会社
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テックプラングランプリ最優秀賞

バイオサイエンスグランプリ最優秀賞

アグリサイエンスグランプリ最優秀賞

4Dセンサー株式会社

Arrowsmith

Shojin Meat Project

高速検査装置「シャドーモアレカメラ」の事業化

人工ファージで世界を救う

細胞培養による食糧生産へ
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大学の特許技術などを用いて各種の変形・形状計測装置を研究開発する
大学発ベンチャーです。本事業では、自社特許技術｢光源 切替位相シフト
シャドーモアレ法｣を用いて、従来の装置ではできない広範囲の物体の形
状を高速・高精度に計測する装置を実用化販売します。100 ～
1000mm角程度の大きさの電子部品、機械部品等を高さ精度1～ 10μ
m、計測速度3～ 2000fpsで計測できる装置である。製造ラインにおいて
寸法･欠陥検査を高速かつ高精度に行えます。

デザインされた宿主特異性を持ち、ピンポイントで標的細菌を殺すこと
ができる人工ウイルス（バクテリオファージ）を、オーダーメイドで創出
します。人工バクテリオファージを用いた薬剤耐性細菌感染症の予防・
治療やヒト細菌叢の編集（microbiome engineering）といったオーダーメ
イド医療の実現を目指します。本技術は、院内感染の予防、食肉加工場に
おける食中毒菌の除菌、家畜に対する細菌感染症の予防・治療などにも
応用できます。

本事業では細胞培養による食肉生産、“in vitro meat”の実現を目指しま
す。従来の細胞培養は実験室規模に留まり、再生医療や食肉生産のスケー
ルでは非現実的な価格になります。そこで、醸造業等で出る菌類残滓物を
酵素処理した低コスト細胞培養液と、細胞を臓器単位でまとめて培養す
る還流式臓器育成器を組み合わせ、培養コストを 10,000 分の1に低減
させることを目指します。将来的には再生医療、贅沢食品、サプリ、ベジタ
リアン向け食品、一般食品へと展開し、世界的な食糧問題の解決に寄与し
ます。

TECH PLANTERでは、ものづくり、
ロボティクス、バイオ、ヘルスケア、
食、農などの分野での事業化を目指
す研究者、起業家を募集しています。
まだ会社になっていない段階からで
も応募可能です。まずは事業にでき
るか？からのご相談からお待ちして
います。

ものづくり、ロボティクス、バイオ、ヘルスケア、食、農
優勝賞金30万円＋事業投資上限500万円の権利

2015 11/1
エントリー開始・事前相談

2016 6/1
 書類応募開始

2016 7/24 
書類〆切

2016年度エントリー募集
研究成果の事業化を支援する
ビジネスプランコンテスト

対　象
賞金等

エントリーの流れ

相談はwebサイトよりご連絡ください
http://techplanter.com/entry/
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研究経験を活かしたビジ
ネスに挑戦したい方募集

！

株式会社リバネスのインターンシップ
研究をしていてこんなことを思ったことはありませんか？　「自分の研究の魅力ってどうしたら他人にもわかりや
すく伝わるだろう」。「研究ばかりやっていてビジネス経験がないけど、学生のうちに企業に触れてみたい」。そん
なあなたの想いを実現できるのがリバネスのインターンシップです。毎週日曜日、あなたの研究経験と情熱を活
かしたビジネスに、一緒に挑戦してみませんか？

実験教室の企画・運営

これからの研究者に必須の力を身につけろ！
リバネスのインターンに参加して
「サイエンスブリッジリーダー（SBL）」を目指せ

研究の魅力を語る出前実験教室を企
画・運営します。インターン生を中
心にプロジェクトチームを組み、企
画の開発、小中高生とのサイエンス
コミュニケーションに挑戦できます。 

雑誌・書籍製作
記事の企画から、最先端の研究者や
企業への取材、記事執筆までを行う
ことで、論文作成とは一味違うサイ
エンスライティングの力が鍛えられ
ます。

新規企画立ち上げ
その他、インターン生からの新しい企画
の立ち上げも歓迎しています！
【現在進行中！】
中高生のための学会「サイエンスキャッ
スル」でのインターン企画

インターンシップに参加したらどんな活動ができますか？

インターンシップに参加するには？

参加できるプロジェクト例をご紹介します。

研究室との両立ができるよう、リバネスのインターンは週1回、毎週日曜日に開催しています。いつか
らでも参加可能ですので、まずは一度見学に来てみませんか？

科学技術を学んだ人が、科学技術を活かして世の中に貢献していく人材になるためには、世の中に対
して独自の課題意識をもち、主体的に行動していくことで課題を解決していける力が必要です。株式会
社リバネスでは、科学を軸に、社会の課題を自ら見つけ、新しい価値を生み出すことのできるリーダー
人材を「サイエンスブリッジリーダー（ＳＢＬ）」と位置付け、独自に認定しています。
リバネスのインターンシップに参加することで、科学技術をわかりやすく伝えるスキルとともに、プレ
ゼンテーション・リーダーシップ・マネジメント・コミュニケーション・ライティングの各種スキルを、
実験教室や雑誌制作といった実地研修、および座学研修を通して鍛えることができます。認定要件をす
べて満たし、面接を経ると「サイエンスブリッジリーダー（ＳＢＬ）」の資格を得ることができます。

Q

Q

A

A
インターンシップ参加申込・問い合わせ　　https://lne.st/recruit/internship/
【インターンシップ募集要項】
参加期間：半年以上2年以内、基本的に毎週日曜日に参加できること
参加者　：学部3年生以上を推奨
開催場所：リバネス東京本社/リバネス大阪事業所
給与　　：取材・雑誌媒体への記事制作費/実験教室当日の人件費・交通費のみ支給
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宇都宮 健郎 さん（2015年 11月 SBL取得）

SBL取得者インタビュー

　サーフィンが大好きだという宇都宮健郎さんの行く先には必ず海があっ
た。宮崎、九州、徳島大学と進学基準はサーフィンができることを前提と
していた。サーフィンや栄養学の研究で学んだ自然の偉大さや、人と自然
の関わりを語り、地球環境を守るリーダーを輩出する仕組みを作ることが、
サイエンスブリッジリーダー（SBL）研修を通じて見つけた目標だ。

を

を

世界
リ 変える
ーダー

リーダー
導く

「サーファー採用」でリバネスへ

ありきたりの就職活動には意味が感じら
れず、研究は好きだったがアカデミアの世
界に閉塞感を感じていたという宇都宮さ
ん。栄養学を学びながらサーフィンを通し
て自然環境に触れるうち、動物が生きてい
く上で重要な要素である「食」とそれを作
り出す自然環境の大切さを感じ、農業を始
めることを考えたこともあった。しかし、
自分が畑を始めたところで何か意味のある
ことができると思えなかった。自分にしか
できないことは何だろう。そんなときに見
つけたのが『WIRED』という雑誌に載っ
ていた記事だった。農業で新しいビジネス
を興す「アグリプレナー（起〝農〞家）」
という考え方に魅かれ、記事に載っていた
リバネスの丸CEOとの面談をすぐに取り
付けた。しかし、せっかく用意した履歴書
や研究の話には見向きもされなかったとい
う。「博士ならそれなりに研究をしてきた
ことはわかる。ただお前は研究以外にやっ
てきたことがあるだろう？」と簡単に見抜
かれた。正直に「サーフィンをやってま
す！」と答えると「いいね！おもしろい！」
と言われた。「あのとき、丸さんに拾って
もらえたから今がある」と宇都宮さんは言
う。サーファーとしての就職が決まった瞬
間だ。

「本気」が人を動かしていく

宇都宮さんがまず担当したのは、SBL研

修で食や生物などをテーマに子どもに科
学を伝える実験教室を企画・実施するこ
とだった。中でも宇都宮さんを悩ませたの
が、遺伝子組換えを使った研究体験を提供
する教室で、講師を務めたときだった。自
然ではない遺伝子組換えの仕組みを生徒た
ちに話すことが、自分の理念に反していた
からだ。しかし、教室の最後に、彼は大き
な気づきを得ることができた。宇都宮さん
は生物や遺伝子の話の中で、自分が大好き
なサーフィンで感じた「自然」や、それに
よって一歩踏み出してここにいること、「あ
れこれ考えずに自分が本気でやりたいこ
とをまずはやってみる。そこから世界はど
んどん広がっていく」という自分の考えを
語ったのだ。すると、彼の講義を通じて「一
歩踏み出す勇気を持つことができた」とい
う生徒たちの声が集まった。科学の知識や
情報を教えることが大切なのではなく、実
験に挑戦する時間を共有する中で、自分が
研究を通じて得た考え方、本気で考えてい
ることを自分の言葉で本気で伝えること。
それこそが人を動かす原動力なのだと知っ
た瞬間だった。ならば、自分が本気で挑戦
したいことは何だろう？

自然との調和を重んじるリーダーを
育てるリーダーに

宇都宮さんがたどり着いたのは「自分を
育ててくれた自然環境を守りたい。人と自
然の間に不調和が起きるような発展をして
ほしくない」という想いと、「『自然と人と

のかかわり』を理解できる市民やリーダー
が減ってしまったことで自然を壊し、結果、
街の発展に支障をきたすという悪循環が生
まれているのではないか」という疑問。「自
然と触れる教育や、環境づくりをすること
で、農薬の使用やゴミなど身近な食や生活
の中で課題に気づける土壌を作りたい。本
気でそれに取り組もう」と決意した宇都宮
さんは、2015年10月、自分が生まれ育っ
た福岡に根を張る企業への転職を決めた。
「まずは地元で、次世代が活き活きと育
つ街づくりのリーダーになります。必要な
ら市長だって目指します。そこで育った人
が、自然と人の間に生まれた歪みを見つけ
出し、解決していく次のリーダーになって
くれると思うんです」。本気で語る人の言
葉が、次の本気になれる人を導いていく。
世界を変えるリーダーを導く「リーダー」、
それが彼の目指すSBLだ。
 （文　上野 裕子）

東京都立小山台高等学校「DNAで筋肉の研究をしよう！」

自分を変えた実験教室
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世の中の課題に自ら取り組むリーダー人材の
育成に貢献したい人募集！

■なにをやっているのか
　科学技術の価値と未来を伝え、世の中の課題解決に自ら取り組むリーダー人材を育て
る、サイエンスブリッジリーダー育成講座を自社のインターンシップの他、大学、企業
の研修として導入しています。世の中に対して自分の問いを持ち、多くの仲間を巻き込
んで課題解決にあたれる人材育成を目指しています。
■なぜやるのか
　新しい社会を築いていくにあたって、専門性のある人たちの、疑問を持つ力や自ら実
装する力、そして自分が描くビジョンを伝える力は非常に重要だと私たちは考えていま
す。研究経験を通してそれらの力を身につけて、社会でリーダーとして活躍する研究者
をもっと増やしていきたいと考えています。
■担当者の一言
　人材開発事業部　環野真理子
毎年100人近くの学生、社会人の成長の場づくりに関わっています。誰かのために、何かの
ために自分を成長させたい、と考えられる人は強いです。彼らと一緒に自分自身も学び、成
長する毎日を過ごせています。あなたも一緒に成長しましょう！

● リバネスの人材募集の特徴 ●
・就職サイトには載っていません。
　リバネスと出会う機会は多種多様。大学の講演で、キャリアイベントで、
インターンシップで、そしてもちろん『incu・be』で。あなたとの運命
の出会いを待っています。

・いつでもアクセスOKです。
　「就職活動」という言葉で括られた、期間限定の自分探しでは本当にや
りたいことは見つからない、と考えています。だからリバネスの採用面
談はいつの時期でも受けられます。気軽に連絡をしてください。

・何度でもチャレンジできます。
　採用面接は何回でも受けられます。役員や社員と何度も話し合う過程を通
じて自分の実現したいことが明確になっていきます。あきらめたら試合終了。
粘り強い科学への想いがある人がリバネスに参加します。

採用ページはこちら：http://lne.st/recruit/

リバネスキャリアイベント
第13回　Visionary Café
リバネスの役員とランチをしながら日本をそして世界
を変えるアイデアについて話してみませんか？　個性
豊かな役員に自分の意見、ビジネスアイデアをぶつけ
てみましょう。
日時： 1 月 17日（日）11：30 ～ 14：00 

（12：30よりランチ）
場所： リバネス知識創業研究センター（セミナー） 

 （東京都新宿区下宮比町１-４ 飯田橋御幸ビル4階）
 梅酒ダイニング明星（ランチ）
 （東京都新宿区揚場町 2-27）

参加費：1000円（ランチ代）
定員：18名
申し込み　http://lne.st/visionary-cafe/

募集人材
人材開発事業部

社員面談 

Visionary 
café

Career
Discovery 

イベント
実験教室
見学 

リバネス発行
雑誌・書籍

インターン
シップ

リバネスは
楽しそう？

リバネスを知る 

自己紹介プレゼン
リバネスに興味がある
ことをアピールし、採用
メンターを見つけましょう

入社希望宣言

メンター社員による
1～n次面談 

7

6

5

4

3

2

1

教育開発 人材開発 地域開発 戦略開発 国際開発研究開発事業部長面談 

事業部を決める

メンター決定

代表面談 代表による最終面談 
内々定

全社プレゼン 最後の関門 
内定

代表面談 こんな代表で大丈夫？
どんなことをやりたい？ 代表を知る 

メンターと議論しながら、
自分が実現させたい
未来を考えましょう。

株式会社リバネスでは、私たちの仲間になってくれる方を募集い
たします。専門分野の知識や研究経験を武器に、未来の社会を自
らの手でつくっていきたい、そんな想いを持ったあなたのご応募
をお待ちしています。

株式会社リバネス
入社までの道のり

リバネスの仲間になるまで
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研究応援教員を募集しています！
研究応援教員になるとこんなメリットがあります
　●『incu・be』を無料でお届け
　●リバネス研究費や研修の最新情報をメルマガにてお届け
下記の登録フォームに、ご希望の『incu・be』部数とメルマガ登録の有無をお知らせください。
研究応援教員　登録フォーム：　http://rceer.com/rs/professor/

【愛知学院大学】市原啓子
【藍野大学】外池光雄
【麻布大学】滝沢達也
【茨城大学】木村成伸、鈴木健仁、中村麻子
【岩手大学】山本健
【宇都宮共和大学】須賀英之
【宇都宮大学】糸井川高穂
【江戸川大学】福田一彦、浅岡章一
【大阪市立大学】保尊隆享、中臺枝里子、長崎健
【大阪工業大学】河村耕史
【大阪大学】杉本宜昭、中野貴由、米田悦啓、森勇介、
村田亜沙子、中野長久、瀬恒謙太郎、笹野佑、
森島圭祐、久武信太郎、大竹文雄、佐藤尚弘、
梶原康宏

【大阪電気通信大学】小枝正直、鄭聖熹
【お茶の水女子大学】宮本恵子、砂田薫、田中辰明、
渡辺知恵美

【学習院大学】清末知宏
【神奈川大学】衣笠竜太
【神奈川工科大学】白井暁彦
【関西学院大学】巳波弘佳
【関西大学】河原秀久、片倉啓雄、工藤宏人
【基礎生物学研究所】倉田智子、小泉周
【九州大学】近藤哲男、中村大輔、清水邦義
【京都学園大学】松原守
【京都工芸繊維大学】津吹達也
【京都大学】浅見耕司、奥野恭史、河井重幸、篠
原真毅、中野伸一、前野悦輝、冨田良雄、寶
馨、布施直之、原田慶恵、土居雅夫、小野正博、
山口栄一、今村公紀

【京都府医科大学】角田圭雄
【京都府立大学】高野和文
【群馬大学】北村忠弘
【慶應義塾大学】藤本啓二、中西泰人、犀川陽子、
大前学、竹村研治郎

【工学院大学】長谷川浩司
【甲南大学】久原篤
【神戸大学】森垣憲一
【国際基督教大学】布柴達男、小林牧人、久保謙
哉

【国立遺伝学研究所】有田正規
【国立感染症研究所】有田峰太郎
【国立成育医療研究センター】要匡
【産業技術総合研究所】高島一郎、小関義彦、宮
崎真佐也、三輪洋靖、藤原すみれ、長谷川良
平

【静岡大学】田中滋康、竹内浩昭
【島根大学】荒西太士
【上智大学】岡田仁孝、早下隆士
【成城大学】境新一
【摂南大学】白鳥武
【創価大学】伊藤佑子
【総合研究大学院大学】本郷一美、五條堀淳

【玉川大学】木村實、佐藤久美子
【千葉工業大学】富山健
【千葉大学】後藤英司、大武美保子
【中央大学】中村太郎、船造俊孝、谷下雅義、山田正、
楠田祐

【筑波大学】濱健夫、足立和隆、岩田洋夫、鈴木石根、
永田毅、岡部佳弘、小林正美

【帝京大学】槇村浩一、黒沢良夫
【電気通信大学】來住直人、中野圭介、川端勉、
橋本卓弥

【東海大学】谷俊子
【東京医科歯科大学】木村彰方、鍔田武志
【東京海洋大学】竹内俊郎、戸田勝善、神田穣大
【東京工科大学】佐々木和郎
【東京工業大学】太田啓之、西條美紀、長谷川晶一、
山本拓矢、因幡和晃、有坂文雄、猪原健弘

【東京工芸大学】西宮信夫、森山剛、三浦剛
【東京大学】菅裕明、合原一幸、大島研郎、小柳
津広志、石浦章一、榎森康文、中須賀真一、
神崎亮平、植田一博、黒田真也、小河正基、
藤垣裕子、金子知適、金井崇、山口泰、金子
邦彦、吉田丈人、坪井久美子、前田京剛、豊
島陽子、吉田朋広、寺杣友秀、河澄響矢、稲
葉寿、齊藤宣一、河東泰之、儀我美一、酒井
邦嘉、堅田利明、村田茂穂、船津高志、井上
将行、安藤恵理子、加藤孝明、半場藤弘、平
川一彦、畑中研一、小野瀬佳文、渡邊雄一
郎、新井宗仁、豊田太郎、吉本敬太郎、近藤
豊、西成活裕、岡本晃充、森川博之、油谷浩
幸、小宮山真、松永行子、小林徹也、松田良一、
桑野玲子、枝川圭一、ビルデマーカス、三浦
正幸、星野真弘、横山央明、日比谷紀之、大
口敬、横井秀俊、野城智也、中村泰信、村上
智一、岡部徹、野瀬勝弘、森田一樹、立間徹、
木下健、堤敦司、沖大幹、五十嵐圭日子、矢
作直也、牧野義雄、五十嵐健夫、中村尚、嶋
田透

【東京電機大学】長原礼宗、世良耕一、大西謙吾
【東京農業大学】坂田洋一、夏秋啓子、中西康博、
相根義昌、志和地弘信

【東京農工大学】夏目雅裕、大野弘幸、普後一、
養王田正文、佐藤令一、新垣篤史

【東京薬科大学】太田敏博、都筑幹夫
【東京理科大学】朽津和幸、武田正之、越地耕二、
島田浩章、徳永英司、金子敏宏、山本誠、梅
村和夫、諸橋賢吾

【同志社大学】小寺政人、太田哲男
【東邦大学】岸本利彦
【東北大学】五十嵐太郎、鈴木高宏、高橋富男
【東洋大学】下村講一郎
【鳥取環境大学】足利裕人
【鳥取大学】押村光雄
【富山大学】杉森道也

【富山県立大学】古澤之裕
【豊橋技術科学大学】後藤尚弘
【名古屋産業大学】伊藤雅一
【名古屋大学】村瀬洋
【名古屋文理大学】長谷川聡
【奈良県立医科大学】大野安男
【奈良女子大学】遊佐陽一
【奈良先端科学技術大学院大学】別所康全、小町守、
駒井章治

【新潟大学】藤村忍
【日本女子大学】宮崎あかね
【日本大学】野呂知加子、宮崎康行、高橋芳浩、
畔柳昭雄、遠藤央、佐甲徳栄、福田昇、浅井朋彦、
渡邉泰祐

【農研機構花き研究所】大坪憲弘
【光産業創成大学院大学】瀧口義浩
【兵庫県立大学】藤原義久
【広島大学】阪口利文、江坂宗春、実岡寛文、坂
田省吾、田川訓史、兼松隆、西堀正英、長沼
毅

【福井大学】沖昌也
【防災科学技術研究所】大石恵章
【法政大学】鍵和田聡、新井和吉、杉戸信彦
【北海道医療情報大学】西平順
【北海道大学】山中康裕、本間直幸、住友秀彦、
笠原康裕、日野友明、樋口直樹

【三重大学】松岡守
【宮崎大学】林雅弘、明石良
【武蔵野大学】荒木義修
【山形大学】永井毅、綾部誠
【横浜国立大学】中村達夫、向井剛輝、金子信博、
小倉里江

【理化学研究所】工樂樹洋
【立教大学】関根靖彦、上田恵介、山田康之
【立命館大学】西浦敬信、山下茂
【琉球大学】徳田岳、浦崎直光、外山博英、嬉野
健次、荒川雅志、大角玉樹、瀬名波出、松本剛、
久保田康裕、新里尚也、岩崎公典、福田雅一、
千住智信、與那篤史

【労働安全衛生総合研究所】久保智英
【早稲田大学】田中宗、本間敬之、田原優
 （平成 27年 11月 16 日現在）

お問い合わせ先
株式会社リバネス 人材開発事業部 incu・be 編集部
Tel. ：03-5227-4198
Fax：03-5227-4199
E-mail：incu-be@Lne.st

『incu・be』は、研究の世界へ踏み出した大学生・大学院生・ポスドクに対して、研究経
験が活きる「研究キャリア」を歩んでほしいというメッセージを込めて、2007年6月に
創刊しました。研究者や、研究経験を活かした分野で活躍する人々のインタビュー記事、
研究活動を支援する有用情報を掲載した雑誌として、毎号4万部を全国理工系大学の研究
室などに年4 回、配布・設置しております。

『incu・be』は、全国の理系大学・大学院の学生課・就職課・キャリアセンター
等で配布しております。また、Amazon ならびに全国書店にてご購入いただく
ことができます。学校単位での配布・設置をご希望の場合、またその他お問い
合わせは下記までご連絡ください。

研究応援教員とは、研究キャリア応援マガジン『incu・be』の配布にご協力いただいてい
る先生方です。年 4回、希望部数を無料でお送りいたします。また、希望者へはリバネス
研究費や研修の情報を毎月メールにてお送りさせていただきます。

研究応援教員（敬称略） 337名

研究キャリア応援マガジン『incu・be』とは 『incu・be』の配布・設置について

研究応援教員とは
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